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市制 10周年記念式典を挙行
特 集

ほか「新シルク産業の創造」へ信州大と協定締結
市政トピックス

主な内容



　
新
市
誕
生
か
ら
10
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
の
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

そ
し
て
未
来
輝
く
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
す
る
「
京
丹
後
市　
市
制
10
周
年
記
念
式
典
」

を
11
月
１
日
、
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
で
挙
行
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
約
８
０
０
人
の
関
係
者

が
出
席
。
市
の
発
展
に
多
大
な
尽
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
表
彰
な
ら
び
に
記
念
講
演
会
が
行

わ
れ
、
記
念
す
べ
き
節
目
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

市
民
総
参
加
で
「
和
の
ち
か
ら
」
が
ま
す
ま
す
輝
く
、
喜
び
と
笑
顔
が
広
が
り
続
け
る
ま
ち
へ

   
市
制
10
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

市制 10周年記念式典を挙行特　集

市
政
推
進
に
尽
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
を
顕
彰

　
中
山
京
丹
後
市
長
が
「
本
市
発

展
の
礎
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
積

み
重
ね
て
こ
れ
ま
し
た
の
も
、
国
、

京
都
府
、
近
隣
の
市
や
町
は
じ
め

関
係
機
関
の
皆
さ
ん
の
格
別
の
ご

指
導
、
そ
し
て
何
よ
り
市
民
の
皆

様
の
た
ゆ
ま
ざ
る
ご
尽
力
の
賜
で

あ
り
、
全
て
の
市
民
の
皆
様
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

※
市
制
10
周
年
を
機
に
、
み
ん
な

で
一
緒
に
な
っ
て
、
自
身
と
「
ふ

る
さ
と
京
丹
後
」
の
明
る
い
未
来

を
拓
い
て
い
こ
う
と
集
ま
っ
た
仲

間
の
会
。
峰
山
・
網
野
・
久
美
浜

高
等
学
校
、
京
丹
後
市
少
年
少
女

合
唱
団
協
議
会
、
丹
後
小
町
踊
り

子
隊
で
構
成
。

記
念
講
演

「
企
業
の
道
徳
と
倫
理
」

　

京
丹
後
市
名
誉
市
民
の
韓ハ

ン

昌チ
ャ
ン
ウ祐

株
式
会
社
マ
ル
ハ
ン
代
表
取
締
役

会
長
（
＝
写
真
）
に
よ
る
記
念
講

演
が
行
わ
れ
、
旧
峰
山
町
で
名
曲

喫
茶
「
る
ー
ち
ぇ
」
を
オ
ー
プ
ン

し
た
頃
の
思
い
出
や
苦
労
話
を
交

未
来
を
担
う
若
い
力
が
式
典

を
創
造

　　

式
典
は
、
山
田
啓
二
京
都
府
知

事
代
理
の
山
内
修
一
京
都
府
副
知

事
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
や
府
議

会
議
員
の
皆
さ
ん
、
府
関
係
者
や

市
議
会
議
員
、
市
内
各
団
体
や
区

長
の
皆
さ
ん
な
ど
、
約
８
０
０
人
の

出
席
に
よ
り
、
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

式
は
、
市
制
10
周
年
を
機
に
、

京
丹
後
市
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

学
び
、
考
え
て
、
ふ
る
さ
と
京
丹
後

誰
も
が
幸
福
を
ま
す
ま
す
実
感
で

き
る
市
民
総
幸
福
の
ま
ち
、
市
民

総
参
加
で
“
和
の
ち
か
ら
”
が
ま

す
ま
す
輝
く
ま
ち
づ
く
り
に
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
政
の
推
進
に
当
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
多
大
な
尽
力
と
功

労
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
皆
さ
ん

を
た
た
え
、『
自
治
功
労
者
』(

12

人
）、『
功
績
者
』（
31
人
・
う
ち
社

会
福
祉
の
推
進
に
貢
献
い
た
だ
い

た
民
生
児
童
委
員
な
ら
び
に
福
祉

の
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
こ
う
と

結
成
さ
れ
た
「
わ
た
し
た
ち
の
未

来
を
つ
く
る
会
」（
※
）
と
共
催
で

挙
行
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
市

内
の
小
中
学
生
が
丹
後
小
町
踊
り

子
隊
と
と
も
に
、
ち
り
め
ん
の
着

物
姿
で
舞
を
披
露
し
た
り
、
少
年

少
女
合
唱
団
が
元
気
な
歌
声
を
響

か
せ
た
り
し
て
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
高
校
生
が
司
会
進

行
を
務
め
る
な
ど
、
京
丹
後
の
未

来
を
担
う
若
い
力
が
息
づ
く
式
典

と
な
り
ま
し
た
。

団
体
の
役
員
の
皆
さ
ん
17
人
は
、

10
月
18
日
開
催
の
京
丹
後
市
社
会

福
祉
大
会
に
て
表
彰
）、『
善
行
者
』

（
９
人
、１
団
体
）
と
し
て
表
彰
（
４

～
５
㌻
で
紹
介
）
を
行
い
ま
し
た
。

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
教
わ

り
感
謝 

～
特
別
表
彰
～

　
さ
ら
に
、式
典
を
共
催
す
る
「
わ

た
し
た
ち
の
未
来
を
つ
く
る
会
」

が
、
互
い
に
協
力
し
支
え
合
い
な

が
ら
暮
ら
さ
れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

「
わ
た
し
た
ち
の
未
来
を
つ
く
る
会
」
か
ら

特
別
表
彰
を
受
け
た
橋
本
家
の
皆
さ
ん

～ 

市
民
の
皆
さ
ん
の
た
ゆ
ま
ざ
る
尽
力
に
感
謝 

～

17
人
の
大
家
族
の
皆
さ
ん
か
ら
、

親
子
・
兄
弟
・
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
想
う
気
持
ち
を
改
め

て
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
の
意
を
込
め
て
、
橋
本
安
行
さ

ん
家
族
（
峰
山
町
荒
山
）
へ
、
特

別
表
彰
を
授
与
し
ま
し
た
。

え
、
自
身
の
人
生
観
や
経
営
哲
学

を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

４
つ
の
車
輪
と
人
間
味
が
重
要

　

韓
さ
ん
は
講
演
で
、
峰
山
町
に

住
ん
で
い
た
頃
に
出
逢
っ
た
奥
様

や
旧
友
、
先
輩
と
酒
を
酌
み
交
わ

し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。
25
年
間

を
振
り
返
り
「
本
当
に
多
く
の
方

に
支
え
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
若
い
頃
、
女
性
の
メ
ー

ク
や
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
に
興
味
を
持

ち
、
将
来
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
政
治
家
を
目
指

し
て
勉
強
し
た
こ
と
。
会
社
経
営

に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
過
や

経
営
者
と
し
て
の
考
え
方
を
説
明
。

会
社
の
発
展
に
は
、“
ハ
ン
グ
リ
ー

精
神
”“
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
”“
危

機
感
”“
緊
張
感
”
の
４
つ
の
歯
車

が
か
み
合
う
こ
と
が
重
要
と
し
た

う
え
で
、「
商
売
は
人
間
味
が
必
要
」

と
話
し
た
ほ
か
、
お
金
を
稼
ぐ
こ

と
は
“
技
術
”、
お
金
を
使
う
こ
と

は
“
芸
術
”
と
述
べ
、
使
い
方
次

第
で
（
芸
術
の
よ
う
に
）
人
に
感

動
を
与
え
ら
れ
る
と
自
身
の
経
営

哲
学
や
人
生
観
を
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
に
は
二
人
の
「
あ

い
人じ

ん

」
が
い
る
と
発
言
。
故
郷
の

三サ
ム
チ
ョ
ン
ポ

千
浦
市
（
現
・
洒サ

チ
ョ
ン川
市
）
と
峰

山
町
を
挙
げ
、
続
け
て
「
一
生
涯

愛
し
続
け
ま
す
」
と
話
し
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。

　

講
演
後
、
本
講
演
な
ら
び
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
「
マ
ル
ハ
ン
カ
ッ

プ
学
童
少
年
野
球
大
会
」
開
催
の

お
礼
と
し
て
、地
元
少
年
野
球
チ
ー

ム
に
所
属
す
る
森
田
瑞み

ず
き

君
が
花
束

を
贈
呈
。
森
田
君
は
、「
僕
た
ち
が

野
球
を
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
述
べ
、
韓
さ
ん
は
、「
峰
山
高
校

が
甲
子
園
に
出
て
ほ
し
い
。
こ
れ

か
ら
も
応
援
し
ま
す
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。
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　これまでの感謝と今後の展望や決意を述べる中山市長
　司会を務めた地元高校生の皆さん　表彰を受ける自治
功労者の皆さん　800人を超える来場者が10周年を祝
う  元気な歌声を披露した京丹後市少年少女合唱団協議
会の皆さん   丹後小町踊り子隊とともに優雅な舞を披露
した小中学生の皆さん
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  区長として貢献

池 田 惠 一
議会議員として貢献
（丹後町間人）

自治功労者表彰を受けられた皆さん

岡 田 　 修
議会議員として貢献
（久美浜町小桑）

松 本 経 一
議会議員として貢献
（大宮町周枳）

三 崎 政 直
議会議員として貢献
（大宮町口大野）

井 上  隆
固定資産評価委員会委員として貢献

（網野町網野）

田 中 正 直
固定資産評価委員会委員として貢献

（久美浜町壱分）

宇 野 明 忠
農業委員会委員として貢献
（丹後町成願寺）

梅 田 和 男
農業委員会委員として貢献

（網野町網野）

鴨 田 忠 司
農業委員会委員として貢献
（大宮町上常吉）

立 野  定
農業委員会委員として貢献

（網野町郷）

藤 本 和 久
農業委員会委員として貢献
（久美浜町葛野）

森 　 勝
議会議員として貢献
（網野町網野）

〈功績ごとに五十音順・敬称略〉

功績者表彰を受けられた皆さん

  学校歯科医として貢献

今 西 欽 一 （弥栄町等楽寺）

谷 口 明 良 （網野町浅茂川）

  交通安全指導員として貢献

安
あ

久
ぐ

吉 則 （大宮町口大野）

久
く

古
ご

喜 知

田 中 巧
よし

孝
たか

（網野町小浜）

（網野町島津）

坂 根 　 昇 （大宮町河辺）

吉 岡 保 浩 （網野町網野）

  学校医として貢献

岩 見 　 均 （久美浜町）

久 　 高 志 （網野町浜詰）

宮 地 吉 弘 （網野町網野）

安 井 俊 雄 （大宮町口大野）

  市立久美浜病院院長として貢献

奥 田 聖 介 （京都市左京区）

〈五十音順・敬称略〉

  地域福祉推進活動

善行者表彰を受けられた皆さん

松 見 幸
ゆき

子
こ

（弥栄町黒部）

  除雪ボランティア活動

楠 田 桂
か

一
いち

郎
ろう
（大宮町森本）

  地域環境美化活動

岸 本 靜 男 （大宮町口大野）

小
こ

泊
どまり

老 人 グ ル ー プ
（丹後町間人）

〈五十音順・敬称略〉

  地域づくり推進活動

平 井 貞 雄 （丹後町袖志）

  子ども見守り活動

沖 　 尚 三 （峰山町橋木）

沖 　 隆 信 （峰山町橋木）

松 田 喜 久 雄 （峰山町橋木）

  社会教育推進活動

田 中 正 門 （峰山町五箇）

由 村 武 憲 （大宮町延利）

功績者表彰を受けられた皆さん
〈五十音順・敬称略〉

　功績者表彰を受賞をされた皆さん
のうち、民生児童委員、社会福祉団
体役員の方は、10月18日に峰山総
合福祉センターで開催した第 3回「京
丹後市社会福祉大会」で、中山市長
から表彰状を授与させていただきまし
た。

第 3 回京丹後市社会福祉大会での表彰の
様子（峰山総合福祉センターで）

2014.125 42014.12

  古代米研究・普及者として貢献

  社会福祉団体役員として貢献

  漁業共同組合役員として貢献

岡 田 政 義 （網野町浅茂川）

芦 田 行 雄 （弥栄町和田野）

鹿 野 　 勇 （久美浜町）

清 水 愛 子 （丹後町間人）

  民生児童委員として貢献

故

足 立 宏 子 （峰山町安）

伊 藤 修 一 （弥栄町等楽寺）

岡  貞 三 郎（丹後町間人）

岡 田 康 二 （大宮町三坂）

瀬 尾 　 求 （久美浜町佐野）

関
せき

谷
や

道 一 （大宮町河辺）

田 中 壽 美 （弥栄町堤）

中 西 ゆ り 子 （大宮町周枳）

藤 原 昭 子 （峰山町杉谷）

堀 　 嘉 則 （大宮町周枳）

増 田 明 子 （峰山町荒山）

山 﨑 喜 代 枝 （網野町浅茂川）

中 川 加 代 子 （網野町網野）

堀 井 　 眞 （峰山町安）

室 田 邦 枝 （弥栄町和田野）
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全
国
20
大
学
27
チ
ー
ム
約
３
０
０
人
が
参
加

まちづくり
「
公
共
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
in
京
丹
後
」
を
開
催

　

京
丹
後
市
制
10
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
日
本
公
共
政
策
学
会

と
京
丹
後
市
に
よ
る
「
公
共
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
in
京
丹
後
」

を
、
10
月
25
日
と
26
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
峰
山
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
市
役
所
峰
山
庁
舎
の
２

会
場
で
、「
大
学
生
に
よ
る
政
策

コ
ン
ペ
」
を
開
催
。
コ
ン
ペ
に
は
、

東
は
関
東
、
西
は
九
州
か
ら
20
大

学
27
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
政
策
提

案
を
行
い
、
学
会
と
市
で
構
成
す

る
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
優
秀

賞
に
は
、
京
丹
後
の
食
材
と
丹
後

ち
り
め
ん
を
用
い
た
弁
当
を
軸
と

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
提
案
し

た
大
東
文
化
大
学
齋
藤
ゼ
ミ
チ
ー

ム
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大

宮
で
、
市
制
10
周
年
と
京
丹
後

市
夢
ま
ち
創
り
大
学
設
立
を
記

念
し
、「
公
共
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
４
in
京
丹
後
︱
北
近
畿
新

時
代
と
京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り
大

学
の
役
割
」
と
題
し
て
、
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
。「
二
十
一
世

紀
の
北
近
畿
新
時
代
と
京
丹
後
市

夢
ま
ち
創
り
大
学
の
役
割

－

地
方

創
生
の
時
代
に
お
け
る
大
学
の
あ

り
方
と
役
割
を
探
る
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
新に

い

川か
わ

達
郎
同
志
社
大
学

大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
教

授
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
、
パ

ネ
リ
ス
ト
に
は
中
山
市
長
、
牧
慎

太
郎
熊
本
市
副
市
長
、
中
嶋
聞も
ん
多た

事
業
構
想
大
学
院
大
学
事
業
構
想

研
究
科
長
・
教
授
、
沼
田
翔
二
朗

（
特
非
）
D
N
A
代
表
理
事
の
４

上／政策コンペで最優秀賞を受賞した大
東文化大学齋藤ゼミチームの皆さん　下
／活発な議論が交わされたパネルディス
カッションの様子

人
を
迎
え
、
地
域
活
性
化
や
京
丹

後
市
夢
ま
ち
創
り
大
学
の
あ
り
方

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、

「
バ
ー
チ
ャ
ル
（
仮
想
的
）
大
学
構

想
と
い
う
が
、
大
学
の
講
義
室
で

行
わ
れ
る
座
学
こ
そ
バ
ー
チ
ャ
ル

で
あ
り
、
地
域
に
大
学
生
が
入
っ

て
行
わ
れ
る
域
学
連
携
的
活
動
こ

そ
真
に
リ
ア
ル
な
大
学
活
動
で
あ

る
」
な
ど
と
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
政
策
コ
ン
ペ
最
優

秀
賞
受
賞
チ
ー
ム
に
よ
る
発
表

や
、「
地
学
連
携
に
よ
る
地
域
課

題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
︱
京
都
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
の
取
り
組
み
を
事
例
と

し
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
白
石
克

孝
龍
谷
大
学
大
学
院
政
策
学
研
究

科
長
・
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
も

行
い
ま
し
た
。

教育・まちづくり

域
学
連
携
事
業
の
継
続
的
・
戦
略
的
な
展
開
を
目
指
し
て

「
京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り
大
学
」
設
立
総
会
を
開
催

　

市
役
所
大
宮
庁
舎
で
10
月
26

日
、「
京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り
大

学
設
立
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

国
の
採
択
を
受
け
「
域
学
連
携
」

地
域
活
力
創
出
モ
デ
ル
実
証
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
26

年
２
月
に
は
、
域
学
一
体
的
な
連

携
事
業
を
、
さ
ら
に
継
続
的
・
戦

略
的
か
つ
包
括
的
・
体
系
的
に
実

施
す
る
た
め
、
参
加
大
学
等
に
よ

る
市
内
に
お
け
る
大
学
教
育
機

能
を
一
つ
の
組
織
実
体
と
し
て
構

成
し
「
京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り

大
学
」
と
位
置
付
け
、
開
学
宣

言
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
５
月
に
行
っ
た
参
加
呼
び
か
け

に
応
じ
、「
域
学
連
携
」
事
業
参

加
大
学
に
加
え
、
そ
の
他
の
域
学

連
携
的
活
動
を
通
じ
て
市
に
関

わ
り
の
あ
る
大
学
の
参
加
も
得
て

「
京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り
大
学
設

立
総
会
」
を
開
催
し
、
正
式
な
大

学
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
設
置
規
程
案
の

承
認
に
続
き
、
役
員
と
評
議
員

の
選
出
が
行
わ
れ
、
理
事
長
に
中

山
市
長
、
学
長
に
富
野
暉き

一い
ち
郎ろ

う
一

般
社
団
法
人
京
都
府
北
部
地
域
・

大
学
連
携
機
構
代
表
理
事
、
副

学
長
に
松
原
豊
彦
立
命
館
大
学

経
済
学
部
学
部
長
・
教
授
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
山
理
事
長
は
「
こ
の
大
学

は
８
大
学
９
人
の
参
加
を
得
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

地
方
創
生
は
日
本
全
体
の
大
き

な
課
題
と
い
う
こ
と
で
、
大
学
生

の
皆
さ
ん
と
の
連
携
が
地
域
の
活

性
化
に
は
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま

す
。
大
切
な
こ
と
は
一
過
性
の
も

の
に
終
わ
ら
せ
ず
、
地
域
に
と
っ

て
大
切
な
資
源
・
財
産
と
し
て
中

長
期
的
に
展
望
し
な
が
ら
大
学

の
発
展
を
育
む
こ
と
で
す
」
と
就

任
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
公
共
政
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
４
in
京
丹
後
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
、
総
会
以
後
の
参
加

大
学
等
に
よ
る
市
内
で
の
活
動

を
京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り
大
学

の
活
動
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と

を
確
認
し
、
総
会
は
終
了
し
ま
し

た
。
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健
康
大
長
寿
の
さ
と
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

まちづくり

生
涯
現
役
へ 
長
寿
の
秘
訣
を
探
る

　
「
い
つ
ま
で
も
生
涯
現
役
で
！

長
生
き
し
た
く
な
る
ま
ち
京
丹
後

～
」
を
テ
ー
マ
に
、「
第
７
回
健

康
大
長
寿
の
さ
と
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
11
月
８
日
、
京
都
府
丹

後
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
演
奏
や
ダ
ン
ス
に
始
ま
り
、

吉
川
敏
一
京
都
府
立
医
科
大
学
長

（
＝
写
真
）
の
講
演
、『
百
歳
健
康

長
寿
の
秘
け
つ
集
』
の
披
露
（
９

㌻
関
連
）
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
百
歳
ま
で
生
き
る
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
講
演
で
吉
川
学
長
は
、

「
活
性
酸
素
に
よ
っ
て
体
内
が
酸

化
す
る
こ
と
で
病
気
や
老
化
が
生

じ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、

「
野
菜
や
ワ
イ
ン
な
ど
に
含
ま
れ

て
い
る
抗
酸
化
物
質
を
摂
取
す
る

こ
と
で
活
性
酸
素
を
消
す
こ
と
が

で
き
る
」
と
説
明
。
ま
た
、
赤
毛

サ
ル
の
実
験
デ
ー
タ
を
基
に
「
カ

ロ
リ
ー
摂
取
を
控
え
る
こ
と
で
老

化
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
「
長
生
き
し
た
く
な
る
ま
ち
京

丹
後
」
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ

ご
長
寿
祝
い
中
山
市
長
が
表
敬
訪
問

長寿

家
族
や
周
囲
に
感
謝
の
意 

ジ
ウ
ム
で
は
、「
食
事
」「
運
動
・

習
慣
」「
生
き
が
い
・
心
」
に
関

す
る
実
践
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
来
場
者
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
や
「
サ
ザ
エ

さ
ん
体
操
」で
体
を
動
か
す
な
ど
、

長
生
き
の
秘
訣
を
学
び
、
体
感
し

て
い
ま
し
た
。

　
10
月
８
日
、
中
山
市
長
は
ご
長

寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
１
０
５

歳
以
上
の
長
寿
者
３
人
を
表
敬

訪
問
。「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」

と
言
葉
を
添
え
、
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
市
長
の
訪
問
を
受
け
た
、
前
田

喜
代
さ
ん
（
１
０
６
歳
＝
久
美
浜

町
）、
小
國
み
よ
さ
ん
（
１
０
７

歳
＝
同
町
）、
森
田
き
く
さ
ん

（
１
０
９
歳
＝
網
野
町
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
満
面
の
笑
顔
で
歓
迎
。
市

内
で
最
高
齢
の
森
田
き
く
さ
ん

宅
で
は
、
中
山
市
長
が
「
き
く

さ
ん
の
笑
顔
で
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
ま
す
ま
す
ご
壮
健
で
い

て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
、
お

祝
い
の
品
と
し
て
麦
わ
ら
細
工

を
あ
し
ら
っ
た
色
紙
を
手
渡
す
と
、

「
あ
り
が
と
う
。
大
切
に
飾
っ
て
お

き
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、

長
寿
の
秘
け
つ
を
尋
ね
る
と
「
家

族
の
愛
情
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職

員
に
よ
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か

ら
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。笑顔で中山市長と会話する森田さん（左）
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「
新
シ
ル
ク
産
業
の
創
造
」
へ
信
州
大
と
協
定
締
結

商工業

ス
パ
イ
ダ
ー
シ
ル
ク
は
じ
め
高
機
能
性
シ
ル
ク
開
発
へ
共
同
研
究

　
新
シ
ル
ク
産
業
の
創
造
を
推
進

す
る
た
め
、
市
は
11
月
７
日
、
先

端
的
な
繊
維
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
国
立
大
学
法
人
信
州
大
学
繊
維

学
部
（
長
野
県
上
田
市
）
と
、
地

域
経
済
の
発
展
に
向
け
た
相
互
の

連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
京

丹
後
市
役
所
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
現
在
、
国
の
地
域
活

性
化
モ
デ
ル
に
選
定
さ
れ
て
い
る

「
グ
リ
ー
ン
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
新
公

共
交
通
体
系
の
構
築
と
そ
れ
を
核

と
し
た
環
境
調
和
・
健
康
未
来
創

造
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実

現
」
を
進
め
て
お
り
、
新
シ
ル
ク

産
業
の
創
造
は
そ
の
中
心
分
野
の

一
つ
。
同
大
学
で
は
こ
れ
ま
で
か

ら
ス
パ
イ
ダ
ー
シ
ル
ク
（
ク
モ
糸
）

を
活
用
（
※
）
す
る
な
ど
し
た
各

種
繊
維
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
の
協
定
締
結
は
こ
れ
ら
高
機

能
性
シ
ル
ク
の
研
究
や
そ
の
活
用

に
よ
る
産
業
振
興
・
新
産
業
創
出

（
新
シ
ル
ク
産
業
の
創
造
）
に
つ

い
て
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
締
結
式
に
は
同
大
学
繊

維
学
部
の
濱
田
州く

に
博ひ

ろ
学
部
長
（
同

大
学
副
学
長
）
と
阿
部
康こ

う
次じ

副
学

部
長
が
出
席
。
関
係
者
立
会
い
の

も
と
、
中
山
市
長
お
よ
び
濱
田
学

部
長
に
よ
る
協
定
書
へ
の
署
名
が

行
わ
れ
ま
し
た
。中
山
市
長
は「
我

が
国
の
繊
維
研
究
を
牽
引
さ
れ
、

歴
史
あ
る
大
学
と
の
連
携
が
で
き

て
大
変
光
栄
。
既
に
協
定
を
し
て

い
る
京
都
工
芸
繊
維
大
学
も
含

め
、
産
官
学
力
を
合
わ
せ
て
、
新

し
い
シ
ル
ク
産
業
の
創
生
に
つ
な

げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
濱
田
学

部
長
は
「
大
学
研
究
の
成
果
を
織

物
産
業
の
集
積
地
で
発
揮
で
き
る

こ
と
は
意
義
深
い
。
養
蚕
か
ら
製

品
化
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
連
携
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
利
用
目
的
に
応
じ
た

ク
モ
糸
成
分
を
含
む
高
機
能
性

シ
ル
ク
の
早
期
研
究
着
手
に
向
け

て
、
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
を
進

め
る
ほ
か
、
市
内
事
業
者
等
で
構

協定書に署名し、握手する中山市長（右）
と濱田学部長

成
す
る
研
究
会
を
設
置
し
、
高
機

能
性
シ
ル
ク
を
活
用
し
た
商
品
化

等
が
市
内
で
展
開
さ
れ
る
も
の
と

な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

※
中
垣
雅
雄
教
授
（
信
州
大
学
）

は
、
蚕
に
ク
モ
糸
遺
伝
子
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
ク
モ
糸
成
分
を
含

ん
だ
従
来
よ
り
も
強
度
の
あ
る
シ

ル
ク
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功
。

衣
服
を
は
じ
め
、
医
療
や
健
康
分

野
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

教育

英
語
教
育
の
充
実
と
外
国
文
化
の
理
解

３
人
の
新
任
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置

　
市
で
は
、
英
語
教
育
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
国
際
理
解
教
育

の
推
進
を
図
る
た
め
、
６
人
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

　

３
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
離
任
に
伴

い
、
新
た
に
３
人
を
任
命
し
ま
し

た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
市
内
の
中
学
校

で
の
英
語
指
導
、
小
学
校
訪
問
な

ど
を
行
い
ま
す
。

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ナ
サ
ウ 

さ
ん

　

出
身
国
・
ア
メ
リ
カ

　

配
置
先
・
弥
栄
町

ジ
ェ
シ
ー
・
エ
フ
ロ
ン 

さ
ん

　

出
身
国
・
ア
メ
リ
カ

　

配
置
先
・
丹
後
町

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ア
カ
リ
ノ 

さ
ん

　

出
身
国
・
ア
メ
リ
カ

　

配
置
先
・
久
美
浜
町

石
破
大
臣
に
「
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
」
の
取
り
組
み
を
説
明

まちづくり

地
方
創
生
へ
、
事
業
推
進
に
大
き
な
弾
み

　
本
市
が
取
り
組
む
、
新
公
共
交

通
体
系
を
核
と
す
る
国
の
地
域
活

性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
（
本
紙
７
月

号
に
詳
細
掲
載
）
に
つ
い
て
10
月

29
日
、
内
閣
府
本
府
（
東
京
都
）

で
石
破
茂
地
方
創
生
大
臣
に
中
山

市
長
が
要
請
・
懇
談
し
ま
し
た
。

　
中
山
市
長
は
同
ケ
ー
ス
の
「
桑

の
栽
培
」
を
例
に
挙
げ
、
規
制
緩

和
を
要
請
。
説
明
を
受
け
た
石
破

大
臣
は
、「“
で
き
ま
せ
ん
”
で
は

な
く
、“
や
る
た
め
に
ど
う
す
る

か
”
と
い
う
視
点
で
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
」
と
回
答
さ
れ

た
ほ
か
、「
地
方
に
は
い
い
取
り

組
み
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
地
方

で
の
仕
事
の
創
出
に
向
け
て
一
緒

に
頑
張
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
同
懇
談
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

展
望
と
そ
の
課
題
解
決
へ
向
け
た

提
案
お
よ
び
要
請
を
直
接
行
う
機

会
と
な
り
、
さ
ら
に
同
日
、
国
の

課
長
級
に
よ
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
意
見
交
換
や
国

モデルケースについて石破地方創生担当大
臣（中央）と懇談。右は、伊藤大臣補佐官

の
ア
ド
バ
イ
ス
）
が
行
わ
れ
、
政

府
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
推
進

へ
大
き
な
弾
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

教
育
総
務
課

☎
６
９
‐
０
６
１
０

　市の発展と持続可能な行財政運営の推進に向けた取り
組みを進める指針となる「第３次京丹後市行財政改革大
綱」について、京丹後市行財政改革推進委員会（行

ゆき
待
まち

佳
よし

平
へい

会長）から 10 月 27 日、中山市長へ答申が行われま
した。
　市では、第２次行財政改革大綱に基づき、さまざまな
改革に取り組んでいるところですが、同大綱の推進期間
が今年度をもって終了することから、新たな大綱を策定
するため、意見を求めていたものです。
　行待会長は、「社会情勢の変化に応じた着実な行財政
改革の推進」「市民満足度の維持・向上に留意した行財
政改革の推進」「次代を担う世代の積極的な市政参画の
推進」「市民に分かりやすい行財政改革の推進」の４つ
の項目について留意するよう要望。中山市長は、「答申
内容をしっかりと受け止めるとともに、新たな大綱に基

づき、さまざまな課題に対応していきたい」と述べました。
　市では、この答申を受け、第３次京丹後市行財政改革
大綱（案）を策定し、市議会 12 月定例会に上程する予
定としています。
　

長
寿
福
祉
課

☎
６
９
‐
０
３
３
０

「
百
歳
健
康
長
寿
の
秘
け
つ
集
」
を
発
刊

まちづくり

長
寿
者
の
ユ
ニ
ー
ク
な
実
践
を
紹
介

37人の実践を紹介した「百
歳健康長寿の秘けつ集」

　
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
る
本
市
で
は
、
長
寿
者
の
経

験
と
知
恵
を
共
有
し
、
長
寿
者

が
多
い
と
い
う
特
徴
を
一
層
伸
ば

そ
う
と
、
１
０
０
歳
以
上
の
長
寿

者
が
実
践
す
る
健
康
法
を
ま
と
め

た「
百
歳
健
康
長
寿
の
秘
け
つ
集
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
同
集
は
、
37
人
が
日
々
実
践
す

る
体
操
や
運
動
、
歯
磨
き
な
ど
の

習
慣
を
は
じ
め
、
俳
句
、
読
経
な

ど
の
趣
味
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

「
食
事
」「
運
動
・
習
慣
」「
生
き

が
い
・
心
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に

分
け
て
紹
介
。
ま
た
、
長
寿
者
の

特
徴
と
し
て
、
腹
６
分
目
か
ら
８

分
目
、
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て

い
る
こ
と
や
前
向
き
な
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
分
析
結

果
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
発
刊
の
「
京
丹
後
百
寿
人

生
の
レ
シ
ピ
」
に
続
く
第
２
弾
。

１
冊
３
０
０
円
（
税
別
）
で
市
内

の
書
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

「
経
済
成
長
戦
略
新
懇
話
会
（
第
９
弾
）」
を
開
催

商工業

丹
後
織
物
の
国
産
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
海
外
へ 

　
京
都
北
部
・
北
近
畿
の
経
済
活

性
化
に
つ
い
て
有
識
者
を
招
き
、

と
も
に
考
え
る
「
京
丹
後
経
済
成

長
戦
略
新
懇
話
会
」が
10
月
23
日
、

セ
ン
ト
ラ
ー
レ
・
ホ
テ
ル
京
丹
後

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
回
目
の
テ
ー
マ
は
「
繊
維
産

業
の
未
来
」
で
、
経
済
産
業
省
製

造
産
業
局
の
寺
村
英
信
繊
維
課

長
が
講
師
を
務
め
、
織
物
業
な
ど

地
域
の
繊
維
関
係
者
ら
約
80
人
が

業
界
の
現
状
や
動
向
、
展
望
に
つ

い
て
傾
聴
し
ま
し
た
。

　
寺
村
課
長
は
、
日
本
の
繊
維
産

業
は
海
外
製
品
の
輸
入
拡
大
に
よ

り
受
注
の
減
少
や
単
価
の
低
下
に

直
面
し
、
非
常
に
厳
し
い
状
態
で

あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
素
材
・

染
め
・
縫
製
技
術
は
世
界
が
認
め

て
い
る
。
国
産
品
の
魅
力
や
価
値

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
、
か
つ

輸
出
の
割
合
が
低
い
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
海
外
展
開
の
余
地
が
大

き
い
」
と
説
明
。
ま
た
、「
環
境

問
題
を
踏
ま
え
、高
機
能
繊
維（
炭

素
や
ア
ラ
ミ
ド
繊
維
等
）
を
生
か

し
、
航
空
や
医
療
分
野
へ
の
市
場

開
拓
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
あ
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

講演を行う寺村英信さん

市行財政改革推進委員会が中山市長に答申
行財政改革

健全な財政運営を持続し、市民満足度の高い市政を

行
財
政
改
革
推
進
課

☎
６
９
‐
０
０
５
０

中山市長に答申内容を読み上げる行待会長（中央）。右は、
大西副会長
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ど
も
の
最
善
の
利
益
”
を
基
本
に

ま
と
め
た
」
と
述
べ
、
計
画
は
、

本
市
の
将
来
像
や
教
育
・
保
育
の

見
込
み
量
、
具
体
的
施
策
等
を
体

系
的
に
明
記
し
て
あ
る
と
評
価
。

加
え
て
、「
計
画
を
指
針
と
し
て
、

市
民
と
考
え
を
共
有
し
、
協
働
で

進
む
こ
と
。
子
育
て
事
業
な
ど
の

積
極
的
な
情
報
発
信
を
」
と
提
言

し
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
、
同
計
画

（
案
）
を
策
定
し
、
市
議
会
12
月

定
例
会
に
上
程
す
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
未
来
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
が
答
申

子育て

計
画
の
共
有
と
協
働
推
進
を

　
市
で
は
、
平
成
24
年
８
月
に
成

立
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
」
に
基
づ
き
策
定
義
務
の
あ
る

「
京
丹
後
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
に
つ
い
て
、「
京

丹
後
市
子
ど
も
未
来
ま
ち
づ
く
り

審
議
会
」（
蒲か

ば
田た

淳じ
ゅ
ん
会
長
）
に
諮

問
。
同
会
で
の
審
議
結
果
に
つ
い

て
10
月
24
日
、
中
山
市
長
へ
答
申

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

蒲
田
会
長
は
、「（
答
申
は
）、

ニ
ー
ズ
調
査
な
ら
び
に
社
会
情
勢

や
本
市
の
現
状
を
踏
ま
え
て
“
子

　

持
続
可
能
で
豊
か
な
地
域
社
会

の
創
出
を
目
指
す
「
環
境
首
都
創

造
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
in
京
丹

後
」
が
11
月
５
、６
日
の
両
日
、
京

丹
後
市
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
吉
翠
苑
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
全
国
か

ら
17
の
自
治
体
の
首
長
を
含
む
、

32
自
治
体
職
員
、
15
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
３

研
究
機
関
か
ら
約
１
０
０
人
が
参

加
。
大
学
教
授
に
よ
る
ミ
ニ
レ
ク

チ
ャ
ー
の
ほ
か
、
事
例
報
告
・
課

題
提
起
を
は
さ
み
な
が
ら
、
自
治

体
首
長
や
環
境
関
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表

「
環
境
首
都
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
in
京
丹
後
」
を
開
催

環境

全
国
か
ら
17
の
首
長
ら
が
一
同
に
来
丹
、
討
論

ら
に
よ
る
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
首
都

創
造　

協
働
深
化
へ
の
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
て
」。
初
日
は
「
住

み
続
け
た
い
、
住
み
続
け
ら
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」、
２
日
目

は
「
地
域
主
体
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
、
地
域
経
済
振
興
、
地

域
雇
用
拡
大
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
」

を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
、
各
地
域
で

抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
て
の
取

り
組
み
や
、
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
議
論
を
ふ
ま
え
、「
地
域

資
源
を
活
用
し
た
環
境
調
和
社
会

を
創
造
し
、
持
続
可
能
な
発
展
を

求
め
る
国
際
社
会
を
牽
引
し
よ
う
」

と
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
日
本
社
会
へ
の

提
言
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
２
日
目
の
第
２
部
で
は
、『
地
域

か
ら
日
本
を
変
え
る
！ 

自
治
体 

環

境
先
進
事
例 

発
表
会
』
を
開
催
。

６
つ
の
先
進
事
例
の
発
表
が
行
わ

れ
、
本
市
か
ら
は
、「
グ
リ
ー
ン
・

ウ
エ
ル
ネ
ス
新
公
共
交
通
体
系
の

構
築
と
そ
れ
を
核
と
し
た
環
境
調

和
・
健
康
未
来
創
造
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
」
と
題
し
、
中

山
市
長
が
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
、「
メ
ン
バ
ー
の
苦
労

や
喜
び
が
共
有
で
き
、
ま
た
議
論

が
前
向
き
で
有
意
義
」「
首
長
が
参

加
す
る
の
で
、
施
策
展
開
に
ス
ピ
ー

ド
感
が
あ
る
」「
自
分
の
地
域
で
取

り
組
む
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
環
境
首
都

を
目
指
す
自
治
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
構

成
す
る
環
境
首
都
創
造
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ら
に
よ
り
、
構
成
自
治
体

の
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
お
り
、

市
制
10
周
年
を
記
念
す
る
本
年
、

京
丹
後
市
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

関係者約 100 人が参加し環境
施策などについて議論を行った
フォーラム初日の様子

　

本
市
の
魅
力
や
施
策
、
統
計

デ
ー
タ
な
ど
を
と
り
ま
と
め
た「
京

丹
後
市
市
勢
要
覧
」（
本
編
64
㌻
・

資
料
編
８
㌻
）
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。
発
刊
は
９
年
ぶ
り
。

市
勢
要
覧
「“
わ
”
ご
こ
ろ
」
コ
ン
セ
プ
ト
に
刷
新

市政

２
０
０
人
の
市
民
が
登
場

　
「“
わ
”
ご
こ
ろ
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
た
誌
面
は
、
一
人
ひ
と
り

が
持
つ
「
和
の
心
」
や
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
「
わ
（
輪
・
環
・
和
）」

が
つ
な
が
り
あ
い
、
誰
に
も
幸
せ

が
広
が
り
、
真
に
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
成
長
す
る
姿
を
表

現
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
写
真
で

市
の
魅
力
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

２
０
０
人
を
超
す
市
民
の
笑
顔
を

コ
メ
ン
ト
付
き
で
紹
介
。
温
か
み

の
あ
る
誌
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９年ぶりに発刊した市勢要覧

９
年
ぶ
り

に
発
刊

市 制 10 周 年
記 念 事 業

全国から 17 の首長らが出席（淡路市・森副市長、安城市・新井副
市長、飯田市・佐藤副市長、生駒市・山下市長、宇部市・久保田市長、
掛川市・松井市長、加西市・西村市長、交野市・黒田市長、京丹後市・
中山市長、湖西市・三上市長、新城市・穂積市長、多治見市・古
川市長、西脇市・片山市長、ニセコ町・片山町長、北栄町・松本町長、
水俣市・西田市長、八幡市・堀口市長）� ＜自治体：五十音順＞

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ

連
絡
会
が
発
足

　
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
（
丹
後
町

袖
志
）
に
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー

の
配
備
に
当
た
り
10
月
22
日
、
丹

後
町
の
宇
川
農
業
会
館
で「
安
全・

安
心
対
策
連
絡
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
地
域
住
民
の
代
表
や

防
衛
省
、
市
な
ど
の
関
係
者
ら
約

20
人
が
出
席
。
レ
ー
ダ
ー
の
運
用

に
関
わ
り
、
地
域
住
民
の
安
全
と

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
伴
い
、「
安
全
・
安
心
対
策
連
絡
会
」
が
発
足

安全・安心

米
軍
へ
万
全
策
の
徹
底
と
実
現
を
確
認

安
心
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を
万

全
・
確
実
に
展
開
す
る
こ
と
は
重

要
不
可
欠
、
米
軍
関
係
者
と
地
域

住
民
の
交
流
に
よ
り
、
日
米
両
国

間
の
理
解
と
信
頼
の
向
上
に
つ
な

が
る
な
ど
を
掲
げ
た
「
米
軍
経
ヶ

岬
通
信
所
の
設
置
に
係
る
安
全
・

安
心
対
策
連
絡
会
規
約
」
を
承
認

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
規
約
に
署
名
を
行
っ

た
防
衛
省
の
原
田
憲
治
政
務
官
は

通
信
所
の
設
置
に
つ
い
て
、「
国

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に

有
益
か
つ
国
防
に
と
っ

て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
」
と
述
べ
、
中
山
市

長
は
、「
改
め
て
安
全
・

安
心
の
確
保
、
円
滑
な

受
け
入
れ
を
行
う
た
め

に
、
今
日
こ
の
場
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で

共
有
し
、
あ
ら
ゆ
る
努

力
を
行
う
こ
と
な
ど
を

確
認
し
合
い
、
着
実
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

同
通
信
所
を
指
揮
す

る
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
オ
ル

ブ
ラ
イ
ト
司
令
官
は
、「
地
域
の

安
全
・
安
心
対
策
に
最
大
の
努
力

を
す
る
」
と
伝
え
、
互
い
の
理
解

の
も
と
、
施
設
の
円
滑
な
運
営
に

協
力
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

同
連
絡
会
は
、
意
見
や
情
報

交
換
、
安
全
・
安
心
対
策
の
取
り

組
み
な
ど
の
確
認
を
行
う
場
と
し

て
、
今
後
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

米
軍
中
隊
が
発
足

住みよいまちづくりに向けて、情報交換の場として新たに設置
された「安全・安心対策連絡会」

米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
で
勤
務
す
る
米
陸
軍

第
14
ミ
サ
イ
ル
防
衛
中
隊
の
隊
員

　
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
で
勤
務
す

る
米
陸
軍
第
14
ミ
サ
イ
ル
防
衛
中

隊
の
発
足
式
が
10
月
22
日
、
同
通

信
所
に
隣
接
す
る
航
空
自
衛
隊

経
ヶ
岬
分
屯
基
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
発
足
式
に
は
、
中
隊
に
所
属
す

る
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト

司
令
官
ら
９
人
が
出
席
。
防
衛
省

の
原
田
憲
治
政
務
官
や
中
山
市

長
、
地
元
関
係
者
ら
が
来
賓
と
し

て
招
か
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
同
中
隊
の
上
部
組

織
に
あ
た
る
米
陸
軍
第
94
防
空
ミ

サ
イ
ル
防
衛
コ
マ
ン
ド
の
エ
リ
ッ

ク
・
サ
ン
チ
ェ
ス
准
将
か
ら
、
オ

ル
ブ
ラ
イ
ト
司
令
官
に
部
隊
旗
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
チ
ェ
ス
准
将
は
、「
日
本

国
政
府
お
よ
び
周
辺
地
域
の
支
援

な
く
し
て
部
隊
の
創
隊
は
で
き
な

か
っ
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
」
と
述
べ
、
米
国
は
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
集
団
安
全
保

障
に
献
身
的
に
取
り
組
む
。（
レ
ー

ダ
ー
の
）
追
加
配
備
は
、
地
域
安

全
保
障
に
対
す
る
米
国
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
の
証
明
で
あ
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
記
者
か
ら
質
問

に
原
田
政
務
官
は
、「
米
軍
人
や

軍
属
の
増
加
を
踏
ま
え
た
対
策
や

地
域
の
負
担
軽
減
、
安
全
対
策
を

し
っ
か
り
と
実
施
し
た
い
」
と
答

　
　
　

総
務
課
基
地
対
策
室

☎
６
９
‐
０
０
１
２

人権

あ
な
た
の
人
権
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
相
談
役

人
権
擁
護
委
員
４
人
が
再
任

　
　
　

市
民
課

☎
６
９
‐
０
２
１
０

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
次
の
み
な
さ
ん
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
29
年

９
月
30
日
ま
で
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
毎
週
木
曜

日
の
常
設
人
権
相
談
や
法
律
・
人

権
・
行
政
合
同
相
談
、
子
ど
も

や
女
性
を
対
象
と
し
た
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
の
開
設
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

田
中  

直
子 

さ
ん
（
峰
山
町
新
治
）

安
達  

み
ね
子 

さ
ん
（
大
宮
町
久
住
）

給
田  

敏
之 

さ
ん
（
網
野
町
網
野
）

増
田  

秀
生 

さ
ん
（
丹
後
町
間
人
）

え
ま
し
た
。



　このコーナーは、市の“多文化共生推進プラン”策定に向けた取り組みの中で、“多文化共
生 ” に つ い て 広 く 市 民 の 皆 さ ん に ご 理 解 い た だ く た め 、 シ リ ー ズ で お 届 け し て い る も の で
す。今回は、本年夏から秋にかけて市内在住の日本人と外国人に行った、アンケート調査を
基に、言語の違いによる“言葉の壁”を越えるきっかけについてご紹介します。

　　　  企画政策課   ☎６９‐０１２０

　市では、「多文化共生プランづくり」の参考とするた
め、市民（日本人）へのアンケート調査を行いました。「あ
なたが外国人と付き合うに当たり、壁になっていると感
じることはありますか」という質問では、30％の方が「言
葉の違い」が壁となっていると回答。また、95%の方
が「日本語しか話せない」と答えました。
　一方、市内在住の外国人へのアンケート調査では、「日
本語をどれくらい聞いて分かりますか」という質問に対
して、96％の方が「テレビのニュースが理解できたり、
話し方がゆっくりだと理解できる」と回答しています。
　皆さんは「日本語しか話せないから」と、自分から

交流の機会を閉ざしてしまっていませんか？
　本市に住む外国人の多くが、母国語と日本語を話し、
また日本語を学ぼうとしています。言葉を学ぶ上で大
事なことは「使う機会を増やすこと」です。外国人へ
一言声を掛けることは、外国人が日本語を学ぶきっか
けになると同時に、私たちにとっても外国語を学ぶきっ
かけになります。
　京丹後市を訪れる海外からの観光客に、市民の皆
さんが一言でも外国語であいさつをされると、丹後の
魅力がより一層強く伝わるでしょう！！

ち が い を 豊 か さ へ

コミュニケーションのきっかけは、あいさつから

　全国的に急速な少子化や待機児童問題などが深刻化する中、就学前までのお子さん
の教育と保育の充実や、地域の子ども・子育て支援を合わせて進めていくために「子ども・
子育て支援制度」がスタートします。新制度では、市が主体となり、幼稚園・保育所（こ
ども園を含む）の教育や保育のほか、地域のさまざまな子育て支援の量の拡充や質の
向上を進めます。このコーナーでは、新制度の概要をシリーズでお伝えします。

「子ども・子育て支援新制度」がスタート

幼稚園・保育所の利用手続き

● ご不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせください

● 次号では、地域子ども・子育て支援事業についてお伝えします
　　子ども未来課
　　　☎６９‐０340

②

　平成２７年４月から幼稚園・保育所への入所・入園
を予定されているお子さんの保護者は、保育の必要量
などの認定手続きが必要となります。保育所と幼稚園
の入所・入園手続きについては、下表のとおりです。

認定には、１～３号認定があり、お子さんの年齢や保
護者の方の就労状況等に応じた３つ認定区分によって
市から認定証が交付されます。また、認定区分により
利用する施設が決まります。

市または保育所に利用
希望施設の申し込みお
よび認定（保育が必要
かどうか）申請を行う。

市が入所決定なら
びに 2号・3号認
定を行う。

施
設
の
利
用
を
開
始

市または幼稚園に利用
希望施設の申し込みお
よび認定申請を行う。

市が入園決定なら
びに 1号認定を行
う。

幼
稚
園
の
場
合

認定区分について

1 号認定 教育標準時間認定・満３歳以上→　幼稚園
2 号認定 保育認定（標準時間・短時間）・満３歳以上→　保育所
3 号認定 保育認定（標準時間・短時間）・満３歳未満→　保育所

　就学前教育・保育については、子どもの年齢や保育の必要性の状況に応じて、以下の３区分にそれ
ぞれ認定し実施します。

※現在、幼稚園・保育所に通っていて、平成２７年度も同じ施設を利用される場合は、施設を通して
の申請をします。
※幼稚園・保育所の保育料は、認定区分（１号、２号（標準時間・短時間）、３号（標準時間・短時間））
ごとの５種類の料金体系となり、それぞれ世帯の所得状況に応じた段階的な料金設定となります。保
育料額については、今後、決定次第本紙でお知らせします。

市
か
ら
認
定
証
を
受
け
取
る
。

保
育
所
の
場
合

世界の言葉で「こんにちは」「ありがとう」を言ってみよう

▶
中
東
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
盆
踊
り
を
お
ど
る

な
ど
、
交
流
を
深
め
る
皆
さ
ん
（
平

成
25
年
８
月
）

▶
市
内
の
外
国
人
に
、
気
軽
に
日
本

語
に
接
す
る
機
会
を
提
供
す
る
市
国

際
交
流
協
会
の
「
日
本
語
カ
フ
ェ
」

の
様
子
（
平
成
25
年
３
月
）
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年　度 被保険者数 受診件数 受診日数 医療費の総額 一件当たりの
医　 療　 費

一人当たりの
医　 療　 費

　 人 件 日 千円 円 円

23 年度 19,523 184,909 329,280 5,577,625 30,164 285,695 
24 年度 18,877 181,243 317,899 5,578,748 30,780 295,531 
25 年度 18,399 181,507 314,020 5,665,800 31,215 307,941 
対前年度 △ 478 264 △ 3,879 87,052 435 12,410

年齢階層（歳） 0 ～ 9 10 ～ 19 20 ～ 29 30 ～ 39 40 ～ 49 50 ～ 59 60 ～ 69 70 ～ 74

一人当たり医療費（円）

23 年度 136,922 71,109 70,193 119,288 189,935 242,168 330,892 418,078
24 年度 128,516 84,698 76,772 109,206 189,681 266,151 331,825 430,596 
25 年度 158,634 86,090 82,361 113,635 193,716 244,887 364,459 413,771

対前年度 30,118 1,392 5,589 4,429 4,035 △ 21,264 32,634 △16,825

疾 病 分 類 項 目 受診件数の
順 位

一人当たりの
医 療 費 順 位

受診件数
（件）

受診日数
（日）

医療費総額
（千円）

一人当たりの
医 療 費（ 円 ）

循環器系の疾患 1（1） 1（1） 27,338 45,664 830,109 45,117 
消化器系の疾患 2（2） 3（3） 26,790 55,424 566,777 30,805 
内分泌、栄養および代謝疾患 3（4） 4（5） 16,031 27,263 495,652 26,939 
損傷、中毒およびその他の外因の影響（骨折、捻挫など） 4（3） 5（4） 14,086 32,467 462,640 25,145 
筋骨格系および結合組織の疾患（関節炎など） 5（6） 6（6） 11,977 28,714 441,840 24,014 
呼吸器系の疾患 6（5） 10（9） 11,197 17,965 220,392 11,978 
眼および付属器の疾患 7（7） 11（11） 9,755 13,430 183,689 9,984
新生物（がんなど） 8（8） 2（2） 6,487 18,979 737,463 40,082 
精神および行動の障害 9（9） 7（7） 6,184 24,674 299,906 16,300
皮膚および皮下組織の疾患 10（10） 14（14） 4,992 7,416 49,290 2,679
神経系の疾患 11（12） 9（10） 3,958 11,731 221,349 12,030 
腎尿路生殖器系の疾患 12（13） 8（8） 3,877 10,670 246,349 13,389 
感染症及び寄生虫症 13（11） 12（12） 3,843 8,131 100,055 5,438 
症状、徴候および異常臨床所見・

　　　異常検査所見で他に分類されないもの 14（14） 13（13） 1,696 3,498 59,619 3,240
その他 - - 2,554 4,845 88,413 4,805 

合    　　 計 　 　 150,765 310,871 5,003,543 271,945 

　
【
表
１
】
は
、
京
丹
後
市
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
と
医
療
費
な
ど
を
、
年
度

別
に
ま
と
め
推
移
を
示
し
た
も
の
で
す
。

被
保
険
者
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

「
医
療
費
総
額
」「
一
件
当
た
り
の
医
療
費
」

「
一
人
当
た
り
の
医
療
費
」
は
前
年
度
と

同
様
に
い
ず
れ
も
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。

　

医
療
費
増
加
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
大

き
な
効
果
を
あ
げ
る
新
し
い
治
療
方
法
や

検
査
、
新
薬
の
利
用
な
ど
に
よ
る
も
の
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
そ
の
一
方
で
は
、

病
気
・
疾
病
の
種
類
に
よ
っ
て
も
医
療
に

要
す
る
費
用
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
25
年
度
の
受
診
件
数
や
医
療
費

な
ど
を
疾
病
分
類
項
目
別
に
集
約
し
た
も

の
を
、
次
頁
の
「
参
考
デ
ー
タ
」
と
し
て

ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
疾
病
分
類
項
目
別
の
状
況
を
見
て

み
る
と
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
多
い

疾
病
の
上
位
に
は
、
高
血
圧
や
が
ん
、
糖

尿
病
な
ど
の
“
長
期
間
の
療
養
を
要
す
る

疾
病
”
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
疾
病
に
は
、
食
習
慣
や
運
動
習
慣
、

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
、
日
々
の
生
活
習
慣
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
生

活
習
慣
病
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　世界保健機関（WHO）によって公表された「疾病
及び関連保健問題の国際統計分類」による疾病分類
項目(19分類 )に沿って、平成25年度の京丹後市国
民健康保険における疾病分類別(14位まで )の医療費
などの状況をお知らせします。
　前年度に引き続き、高血圧性疾患などの「循環器

系の疾患」が受診件数・一人当たりの医療費ともに最
も多くなりました。その他上位には、歯周病や胃炎な
どの「消化器系の疾患」、糖尿病などの「内分泌 ,栄
養及び代謝疾患」、がんなどの「新生物」など、毎日
の生活習慣の積み重ねから起こる生活習慣病が多く含
まれています。

京丹後市国民健康保険 　医療費の状況
京丹後市国民健康保険 疾病の状況

　平成 25年度の京丹後市国民健康保険の医療費の状況がまとまりました。京丹後市国
民健康保険の被保険者は年々減少していますが、一人当たりの医療費は 30万円を超え、
医療費総額は年々増加しています。

　
【
表
２
】
は
、
各
年
度
の
医
療

費
の
状
況
を
年
齢
階
層
別
に
一

人
当
た
り
の
医
療
費
と
し
て
ま

と
め
推
移
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

特
に
40
歳
代
以
降
は
、
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
大
き
く
増

加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の

慢
性
的
な
病
気
に
か
か
り
や
す

く
な
る
年
齢
に
当
た
る
こ
と
が

要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
生
活
習
慣
病
は
、

自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
相
当
の

年
数
を
経
て
症
状
が
現
れ
る
こ

と
か
ら
、
日
常
生
活
で
の
健
康

意
識
が
と
て
も
大
切
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

　

京
丹
後
市
国
民
健
康
保
険
で

は
、
特
定
健
診
や
保
健
指
導
、

人
間
ド
ッ
ク
や
脳
ド
ッ
ク
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
事
業
を
有
効
に
活
用

し
、
病
気
に
対
す
る
予
防
意
識

や
早
期
発
見
な
ど
、
健
康
の
維

持
・
増
進
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

　下のグラフは、疾病分類別（医療費の上位5位）の一人当たりの医療費の状況を年齢階層別に示
しています。各疾病とも特に中高年齢層から医療費の増加が顕著になっています。

※ 数値は、疾病の分類が可能な入院・入院外（歯科を含む）の合計。受診件数の順位および一人当たりの医療費順位のカッコ内は、昨年度の順位

保
険
事
業
課

☎
６
９
‐
０
２
２
０

国保だより
きょうたんご

（参考資料：京都府国民健康保険団体連合会医統５号）

※被保険者数は平均被保険者
数。また件数は、被保険者が
受診した医療機関などの総数
（療養費・移送費は除く）
※医療費は、療養費・移送費を
除いた費用

【表２】年齢階層別の一人当たりの医療費の状況（※各年度3月～翌年 2月診療分）

【表１】京丹後市国保加入者の医療費などの年度別推移（※各年度3月～翌年 2月診療分）

参考データ

平成 25 年度疾病分類項目別の状況（平成 25 年 3 月から平成 26 年 2 月診療分）

年
齢
階
層
か
ら
み
た

　
　
一
人
当
た
り
の
医
療
費

被
保
険
者
と
医
療
費
の
推
移

（平成 25 年度）
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　　　全国学力・学習状況調査結果
　平成 26 年度全国学力・学習状況調査の結果をお知らせします。同調査は、全国的に子どもたちの学力や学習状況
を把握・分析し、教育施策の改善を図ることなどを目的に、平成 19 年度から毎年小学校６年生と中学校３年生を対象
に文部科学省が実施しています。市教育委員会では、調査結果を踏まえ、指導の充実や改善などを図るとともに、地
域の皆さんのご協力のもと、社会総がかりで子どもたちの教育を進めていきます。（調査結果は、平成 26 年度全国学力・学
習状況調査に関する実施要領に基づき、市教育委員会が公表するものです。また、本調査の結果は、あくまでも学力の一側面です）

　　

小
中
学
校
共
に
全
て
の
教
科

で
全
国
・
府
を
上
回
っ
た
の
は
、

平
成
19
年
度
以
来
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、

落
ち
着
い
て
学
習
が
進
め
ら
れ

る
学
級
づ
く
り
と
、
楽
し
く
意

欲
的
に
進
め
ら
れ
る
授
業
づ
く

り
を
市
・
学
校
が
地
道
に
進
め

て
き
た
成
果
の
表
れ
だ
と
思
い

ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
小
学
校

６
年
生
、
中
学
校
３
年
生
共

に
、
小
学
校
４
年
生
当
時
に

京
都
府
が
実
施
し
た
診
断
テ

ス
ト
で
は
、府
平
均
を
下
回
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
き
た

と
い
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
学
校
や
教
育

研
究
会
に
お
け
る
授
業
研
究
、

市
で
10
年
余
り
続
け
て
い
る

教
員
に
対
す
る
授
業
実
践
力

開
発
講
座
な
ど
の
取
り
組
み

の
成
果
も
出
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
が
進

め
て
い
る
学
校
再
配

置
と
幼
保
か
ら
の
小
中
一
貫

教
育
に
よ
り
、
10
年
間
を
見

通
し
た
学
力
向
上
や
不
登
校

児
童
生
徒
へ
の
ケ
ア
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

小
学
校
同
士
の
連
携
は
も
ち

ろ
ん
、
中
学
校
卒
業
時
の
目

指
す
生
徒
像
を
中
学
校
区
内

で
共
有
し
な
が
ら
教
育
を
行

う
こ
と
も
、成
果
に
つ
な
が
っ

全
て
の
教
科
で
、
市
の
平
均
正
答
率
が

　
　
　
　
　
　
全
国
・
府
を
上
回
る
結
果
に

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

　
全
て
の
学
校
・
学
年
も
学
力
向

上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
全
国
・
府
平
均
を
下
回
る
学

校
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
学
校

を
含
め
、
今
後
と
も
学
習
環
境

を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

各
校
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
抱
え

る
課
題
や
問
題
を
解
決
し
、
一
人

一
人
に
応
じ
た
指
導
が
行
え
る
よ

う
に
、
学
校
体
制
を
工
夫
す
る
こ

と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
も
今
年
と
同
じ
よ
う
な

結
果
と
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
各
学
校
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
の
実
態
に
応
じ
た

指
導
を
通
し
て
、
ど
の
学
年
も
力

を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
国
語
、
算
数
・
数
学
へ
の
関
心

に
つ
い
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
小
学
校
で
は
全
国
・
府
と
比

較
し
て
も
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
中
学
校

で
は
国
語
、
数
学
と
も
に
関
心
が

低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
家
庭
学
習
の
時
間
数
（
右
ペ
ー

ジ
の
表
Ｑ
１
）
は
、
２
～
３
時
間

以
上
し
て
い
る
児
童
生
徒
が

小
中
学
校
共
に
少
な
い
状

況
で
す
。
小
学
校
で
は
推
奨

し
て
い
る
「
１
時
間
程
度
」

の
学
習
を
約
８
割
の
児
童
が

行
っ
て
い
ま
す
が
、
中
学
校

３
年
生
で
は
１
時
間
未
満
の

生
徒
が
５
割
程
度
い
ま
す
。

進
学
を
控
え
た
学
年
と
し
て

は
、
少
な
い
状
況
で
す
。

　
宿
題
（
右
ペ
ー
ジ
の
表
Ｑ

２
）は
、児
童
生
徒
共
に
し
っ

か
り
と
し
て
い
る
状
況
が
み

ら
れ
ま
す
。
一
方
、
自
分
で

計
画
を
立
て
て
学
習
す
る
こ

と
（
表
Ｑ
３
）
は
、
中
学
校

３
年
生
で
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
計
画
的
な
学
習
に

つ
い
て
は
、
授
業
に
つ
な
が

る
予
復
習
や
受
験
に
つ
な
が

る
自
主
学
習
も
あ
る
た
め
、

改
善
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
利
用

（
表
Ｑ
４
）
は
、

全
国
・
府
と
比

べ
て
多
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
が
、
小
学
校
６
年
生

で
40
％
以
上
、
中
学
校
３
年
生

で
70
％
程
度
が
毎
日
使
用
し
て

い
ま
す
。
別
の
調
査
で
は
、
市
内

の
小
学
校
４
年
生
１
０
０
人
が
、

自
分
の
携
帯
等
を
所
持
し
て
い

る
と
の
結
果
が
あ
り
ま
す
。
長
時

間
の
使
用
は
、
学
習
時
間
の
確

保
に
影
響
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

夜
更
か
し
に
つ
な
が
っ
た
り
、
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
り
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
児
童
生
徒
自
身
が
、
し
っ

か
り
と
自
分
を
律
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
回

の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
①
毎

年
、
市
平
均
正
答
率
が
全
国
平

均
を
上
回
る
こ
と
②
自
己
肯
定

感
を
持
ち
、
自
分
で
計
画
を
立

て
て
学
習
す
る
習
慣
を
伸
ば
す

こ
と
、
の
２
つ
の
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
。

　　

同
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
、

具
体
的
な
取
り
組
み
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
１
）
本
市
の
重
点
取
り
組
み
で

あ
る
小
中
一
貫
教
育
を
手
段
と

し
て
、
学
習
基
盤
の
学
級
経
営

や
授
業
の
指
導
方
法
等
、
10
年

間
を
見
通
し
た
系
統
立
て
た
指

導
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

（
２
）
主
体
的
な
学
習
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
な
授
業
や
家
庭
学
習

に
つ
い
て
の
指
導
を
進
め
ま
す
。

（
３
）
児
童
生
徒
の
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
た
め
に
、
一
人
一
人
に

焦
点
を
当
て
た
指
導
と
な
る
よ

う
に
教
員
の
指
導
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、「
丹
後
学
」

等
で
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
学

ぶ
こ
と
を

通
し
て
、

自
分
の
良

さ
に
気
付

き
、
将
来
の
夢
に
つ
な
が
る
指
導

を
進
め
ま
す
。

（
４
）
前
述
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
各
学
校
・
中
学
校
区
で
進
め

る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
会
議
や
教
員
の
授
業
力
向
上

の
た
め
の
研
修
会
を
通
じ
て
情

報
提
供
や
指
導
、
学
習
支
援
の

た
め
の
具
体
的
な
施
策
を
学
校

と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

0％ 100％20％ 30％10％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

当てはまる　　　 どちらかといえば当てはまる　       どちらかといえば当てはまらない　　　当てはまらない

Ｑ２．家で学校の宿題はしていますか？

【
小
学
校
】

全国（公立）
京都府（公立）
京丹後市

0％ 100％20％ 30％10％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

【
中
学
校
】

全国（公立）
京都府（公立）
京丹後市

Ｑ４．平日、どれくらい携帯電話・スマートフォンで通話やメール、インターネットをしますか？

【
小
学
校
】

0％ 100％20％ 30％10％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

4 時間以上 　　3 時間以上、4 時間未満　　2 時間以上、3 時間未満　　1時間以上、2 時間未満　　30 分以上、1時間未満　　30 分未満　　持っていない

全国（公立）
京都府（公立）
京丹後市

【
中
学
校
】 0％ 100％20％ 30％10％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

全国（公立）
京都府（公立）
京丹後市

小学校 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ
全国（公立） 72.9 55.5 78.1 58.2
京都府（公立） 73.3 56.9 79.9 59.7
京丹後市 75.1 58.0 83.1 60.3

中学校 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ
全国（公立） 79.4 51.0 67.4 59.8
京都府（公立） 79.4 51.3 67.7 60.1
京丹後市 80.2 53.4 70.3 60.7

全国学力・学習状況調査の結果

※小中学校共に、Ａ問題は基礎・基本、Ｂ問題は活用を中心とした内容

宿
題
は
こ
な
す
が
、
家
庭
で
の

　
　
　
学
習
時
間
は
比
較
的
少
な
い

Ｑ１．家庭学習の時間（平日）は？

【
小
学
校
】 0％ 100％20％ 30％10％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

3 時間以上　　2 時間以上、3 時間未満　　1時間以上、2 時間未満　　30 分以上、1時間未満　　30 分未満　　全くしない

全国（公立）
京都府（公立）
京丹後市

【
中
学
校
】 0％ 100％20％ 30％10％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

全国（公立）
京都府（公立）
京丹後市

Ｑ３．家で自分で計画を立てて勉強をしていますか？

【
小
学
校
】

0％ 100％20％ 30％10％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

当てはまる　　　 どちらかといえば当てはまる　       どちらかといえば当てはまらない　　　当てはまらない

全国（公立）
京都府（公立）
京丹後市

【
中
学
校
】 0％ 100％20％ 30％10％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

全国（公立）
京都府（公立）
京丹後市

全
て
の
学
校
・
学
級
で

　
　
　
　
全
国
平
均
以
上
の
正
答
率
を

自
己
肯
定
感
を
高
め

　
主
体
的
に
学
習
す
る
力
を

中
学
生
の
家
庭
学
習

　
　
１
時
間
未
満
が
５
割

小
学
校
の
連
携
や

小
中
一
貫
教
育
も
有
効

全
て
の
学
校
が

　

 

平
均
を
上
回
る
よ
う
に

京 丹 後 市
児童生徒の

児
童
生
徒
一
人
一
人
に

　
　
　
　
　
　
応
じ
た
指
導
の
充
実
を

学
級
づ
く
り
や

　
　
授
業
づ
く
り
の
成
果

 学校教育課　☎６９－０６２０

　

京丹後市教育フォーラム開催
日時：12 月 13 日（土）
　  　13 時 30 分～ 16 時 30 分
場所：アグリセンター大宮
内容：小中一貫教育の取り組みに関
　　 するパネルディスカッションほか

どなたでも参加いただけます！
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進出
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進出
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進出
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進出
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進出
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進出
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進出
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進出

本選
進出
本選
進出

京丹後市制 10周年記念

素人名人芸披露会京丹後花月
笑いと感動で地域を元気に！

京丹後市制 10周年記念

素人名人芸披露会京丹後花月
笑いと感動で地域を元気に！

　京丹後市制 10周年を記念した、素人名人芸披露会「京
丹後花月」が 11月２日、京都府丹後文化会館（峰山町）
で開催され、訪れた約 700人が漫才や詩吟、ダンス、腹
話術など多彩な演目を楽しみました。
　市の宝である“人”に着目し、隠れた才能に光を当て
るとともに、笑いと感動を通じて元気なまちづくりを推
進しようと、市制 10周年記念実行委員会が主催。吉本

興業株式会社の協力を得て開催され、当日は今くるよさ
んや「ザ・ぼんち」らもゲスト出演しました。
　午前中は予選が行われ、30組が出場。勝ち抜いた 10
組が午後の本選に進出しました。今くるよさんら 5人の
審査員による審査の結果、ちびっこ漫才を披露した男女
双子のコンビ「ミックスツインズ」が最優秀賞に選ばれ
ました。

1. ヒップホップダンスを披露した「GO MOTION」　2. 腹話術を披露した梅田辰行さん　3. 丹後の伝統曲を三味線と歌で披露した田中光子さん
4. 漫才を披露した「タナからイケダ」　５. 科学の世界を実験で表現した「京丹後のでんじろう・ロバート」　６. 羽衣天女をテーマにした曲で踊っ
た峰山よさこい連「はごろも」　７.独特の詩吟で笑いを誘った木下肇さん　８.幼馴染みの漫才コンビ「ジョーディソン」　９.平均年齢55歳のジャ
ズダンスチーム「sukisuki ジャズ」　10. 優雅に帯舞いを披露する「前結び帯舞いサークル」　11. アップテンポなフラパフォーマンスで観客を魅
了した「ARASA」　12. 阪神タイガースの選手をものまねした「丹後阪神応援団」　13. 演奏ロボット（ロボ熊）が「東京音頭」を披露　14. 美
しい音色を響かせた琴修会大正琴大宮教室　15. 漫才を披露した「ザ・ぼんち」　16. 元気な漫才を披露した小学３年のコンビ「トライアンズ」
17. 本選の審査員を務めた今くるよさん　18. 漫才を披露した 40 代主婦のコンビ「ヘルストロン」　19. マジックを披露した上羽清さん　20. 小
学 1 年～ 5 年までのダンスグループ「☆ SMILY ☆」　21. ものまねとトークで沸かせた「ピーナッツ」　22. 寸劇で防犯を呼び掛けた京丹後警察
署の皆さん　23. マジックで見事ハトを出現させた平田貫治さん　24. 巧みな漫才で沸かせた「ハロハロ」　25. 丹後の特産品をアピールした「乙
姫太郎一座」　26. 笑いと感動に包まれた会場　27. 最優秀賞に輝いた漫才コンビ「ミックスツインズ」

フォト トピックス ガイド
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【12 月 3 日～ 9 日は障害者週間です】　
　　～理解の第一歩～　発達障害

　

・友達と遊ぶことが少なく、一人で遊ぶことが好き　・じっとしていられない
・丁寧な動作ができないため乱暴に見える　　　　・順番を待つのが難しい
・一つのことに集中できず気が変わりやすい　　　  ・整理整頓が苦手
こういった行動で困っておられませんか、叱りすぎて悩んでいませんか？

　「にじいろノート」の活用を
　保護者の方がこのファイ
ルにお子さんのことを記入し
ておくことで、お子さんの特
性や個性などの情報を関係
する機関にスムーズに伝えや
すくなり、一貫した支援が
受けやすくなります。また、

相談のたびに同じ話を繰り返さなくてもよくなります。
保育所、幼稚園、学校、福祉サービス事業所などに記
入してもらうページもあり、配布された資料や必要な
書類を綴じこむこともできます。

（配布対象）
支援を必要とする１８歳以下の方の保護者

（配布場所）
市民局、障害者福祉課、健康推進課、学校教育課の他、
療育機関、府立与謝の海支援学校、市内小中学校を
通じても受け取ることができます。また、ＣＤ―Ｒか
ら様式データをパソコンに移して記入することもでき
ます。ＣＤ－Ｒは市民局で配布しています。（無料）

　少しでも疑問に思うことは相談を
　発達障害のある方やご家族などが、日常生活や学校、
職場で困っていることなど、さまざまな相談に応じます。
○京都府丹後保健所　　   　　　　　６２―０３６１
○京丹後市障害者福祉課　　　　　　６９－０３２０
○京丹後市健康推進課　　　　　　　６９－０３５０
○障害児通園施設さつき園　　　　　６２－８０２３
○障害者地域生活支援センターもみの木
　　　　　　　　　　　　　　　　　６９－５０５９
○障害者生活支援センター結　 　　　６９－１０４０

周囲の理解と支援で改善も
　上表のような行動は、子どもさんにはよく見られま
すが、これらの苦手なこと、気になる様子の原因の一
つとして、「発達障害」が考えられます。「発達障害」
とは生まれつきの特性で、「病気」とは異なります。
　発達障害はいくつかのタイプに分類されており、自
閉症、アスペルガー症候群、注意欠如・多動性障害

（ADHD）、学習障害、チック障害などが含まれます。
生まれつき脳の発達が通常と異なるために、幼児のう
ちから特性が現れ、育児がうまくいかないことがあり
ます。
　決して、本人のやる気や親の育て方が原因ではあり
ません。しかし、成長するにつれ、自分自身のもつ不
得手な部分に気付き、生きにくさを感じることがある
かもしれません。
　発達障害は「一生発達しない」ということではあり
ません。支援のあり方で、弱点や苦手なことがどのく
らい改善されるのか決まります。子どもの頃から周囲
の理解を受けて成長した人たちの中には、成長ととも
に症状が目立たなくなる人や、能力をうまく活用して
社会で活躍する人も多くいます。

特性を伝え支援ネットワークをつくる
◎能力を伸ばすための療育等の必要な支援や環境の
　調整が行われることが大切です。
◎幼児期から成人期を通して、身近にいる親や支援者
　が本人の特性を理解していることがとても重要です。
それによって本人が安心するだけでなく、親から教師

などに対し特性を伝え
ることによって、本人
にふさわしい環境が整
い、支援の輪が広がっ
ていきます。 お問い合わせは、障害者福祉課（☎69-0320）

GuestGuest

GuestGuest

GuestGuest

タナから
イケダ

タナから
イケダ

タナから
イケダ

ザ・ぼん
ち

ザ・ぼん
ち

ザ・ぼん
ち

今くるよ今くるよ今くるよ ミックスツインズミックスツインズミックスツインズ
最優秀賞
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▶
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
竣
工
式
を
迎
え
た
峰
山
町
第
11
区
の

区
民
会
館
（
五
幸
の
里
）

　吉野小学校（弥栄町）で11月 8日、京
都文教短期大学学長の安本義正氏から吉
野小へ、自身が研究で用いた書籍や写真
などを贈る贈呈式が開かれました。安本
氏が、市の郷土史家で赤米の普及に尽力
した故芦田行雄さん（弥栄町）らと古代
米の研究に用いたもので、古代米の標本
など貴重な資料も含まれています。
　この日は、寄贈記念として安本氏が「古
代の稲穂が語るもの」を題に講演。「太古
から赤米を大切に受け継ぐとともに、改
めて、自然と人間と文化の調和や共生に
ついて考えましょう」と呼びかけました。
また、安本氏と吉野小の仲介役となった
芋野郷赤米保存会の藤村政良会長は「種
もみを絶やさぬよう、仲間たちと一緒に
精いっぱい守っていきたい」と話していま
した。
　吉野小では、図工室の一角を「古代米
資料室」として、受贈した資料を常時展
示することとしています。

　本年４月から工事を進めてきた峰山町第11区の区民会
館（愛称「五幸の里」）が、このほど完成しました。10月
18日に行われた竣工式では、区民や関係者らが完成を祝
いました。
　同館は、純和風木造瓦葺平屋建てで、延べ床面積は
118.36 平方㍍。地域住民のふれあいの場や地域づくりの
活動拠点のほか、災害時の避難施設として利用されます。
　竣工式で堀井久男区長は、「区民一人一人の幸せや京
丹後の幸せなど、５つの幸せ（五幸）をもたらす施設とし
て大切に使っていきたい」と話していました。

　みんなで創ろう元気な大宮 !!をテーマとする「おおみ
や生き活きフェスタ」（同実行委員会主催）11月２日、
大宮庁舎前で開催され、家族連れら約５千人の来場者で
にぎわいました。
　ステージでは、よさこいがオープニングを飾り、大宮
児童合唱団による合唱や大宮中学校ブラスバンド部によ
る演奏のほか、フラダンス、チアダンスなども披露され
ました。会場では、大宮町内の村づくり委員会や各種団
体により「まつたけめし」や「栗おこわ」などが販売され、
来場者たちは旬の味覚を堪能していました。

多彩なステージと秋の味覚満喫
「おおみや生き活きフェスタ」に５千人

大 宮 町
11月2日

▲自身の経験をもとに講演する中村伸一医師

「
寄
り
そ
医
」
中
村
伸
一
医
師
が
特
別
講
演

「
久
美
浜
病
院
ま
つ
り
」
を
初
開
催
11月９日
久美浜町

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

久美浜病院まつり
の様子

　地域と病院とのふれあいを目的とした
第1回「久美浜病院まつり」が11月９日、
久美浜病院を会場に開かれ、ステージイ
ベントや展示、特別講演会などを大勢の
来場者が楽しみました。
　病院内の特設会場では、福井県のおお
い町国保名田庄診療所所長として、20年
間地域医療を支え、現在も幅広い領域に
一人で対応する総合医として活躍中の中
村伸一医師が講演。「自宅で大往生」と
題して、自宅で家族に見守られながら最
期を迎えた患者とのエピソードを紹介し、
患者一人ひとりの人生・価値観を知り、
真剣に向き合うことの大切さや、在宅ケ
アの必要性などを訴えました。
　このほか、久美浜中学校吹奏楽部によ
る演奏や海山園演劇部『笑い隊』による寸劇、福知山高
校の生徒による研究発表、久美浜苑によるコミュニティ
カフェ、健康相談、病院食の展示なども行われました。

　子どもたちに墨絵を通して、描くことや
表現することの楽しさを伝えようと、ＮＰ
Ｏ法人こころの森（三浦到理事長）が10
月24日、丹後こども園で木版画家の 幻

まぼろし

一
はじめ

さん（網野町網野）による「特別講座（顔
とこころ・喜怒哀楽を筆と墨で描く）」を
開催しました。
　この日、幻さんが同園を訪れ、4、5歳
児72人を前に、筆と墨を使って、わらべ
羅漢の顔をモチーフに喜怒哀楽を表現。子
どもたちは、一筆毎に形づくられていく様
子に興味深々で、それぞれの表情の特徴を
捉えた絵が完成した時は、大きな声を挙げ
て驚いたり、拍手を送ったりしていました。
　その後、間近で教わった４つの表情を自
分たちも描いて、友達と出来を比べたりし
て、楽しんでいました。
　子どもたちの様子を側で見ていた浜上園長は、「す
ごい集中力に驚いた。1本の筆でいろんな表現ができ
ることが理解できたと思う」と話していました。

▲園児が描いた作品の講評を行う幻さん（丹後こ
ども園で）

園
児
ら
ひ
と
筆
の
表
現
に
驚
き

丹
後
こ
ど
も
園
で
、
幻
さ
ん
が
墨
絵
を
実
演

10月24日
丹 後 町

▲大宮中学校吹奏楽部の演奏に聞き入る大勢の来場者たち

　木津温泉駅周辺で 10月 26日、花いっ
ぱい運動の取り組みが行われ、地区住民
やシルバー人材センターの会員ら20人が
参加しました。この取り組みは「市内が
花で囲まれ、住む人、訪れる人に憩いと
安らぎを与える心豊かで美しいまちづく
り」をコンセプトに行っているものです。
　この日は、100 個のプランターにビオ
ラ苗 200本、パンジー苗 200本を植栽し、
駅と周辺の沿道などに設置しました。
　地域住民たちが水やりなどの管理を行
い、白、黄色、紫など美しく咲いた花々で、
木津温泉を訪れる観光客をもてなしてい
ます。

▲ビオラやパンジーの苗を一つ一つ丁寧に植栽
する参加者たち

ビ
オ
ラ
や
パ
ン
ジ
ー
で
ま
ち
を
華
や
か
に

網 野 町
10月26日

１
０
０
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
４
０
０
本
の
苗
を
植
栽

弥 栄 町

吉
野
小
に「
古
代
米
資
料
室
」
完
成

赤
米
に
関
す
る
資
料
を
安
本
氏
が
寄
贈
11月8日

◀貴重な資料が展示され
ている「古代米資料室」
▼記念講演を行う安本義
正氏（右奥）

峰山町第11区の区民会館竣工
地域づくりの新たな拠点に

峰 山 町
10月18日
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地域医療の現場から
The Healthy Life

市立久美浜病院
歯科口腔外科

山田 理
みち

浩
ひろ

文
若い女性に急増！「顎関節症」

　あごに負担の掛からない生活を

　口を開けるときにあご
が痛かったり、ときには
開かなくなったりしたこ
とはありませんか？肩こ
りや偏頭痛に悩んでいま
せんか？もしかしたら顎
関節症が原因かもしれま
せん。
　先進国の若い女性を中心に急増しているのが顎
関節症です。

　顎関節症は噛み合わせが問題で発症することも
多いですが、外傷や事故によるあごへのダメージ、
長時間の開口、食事中に硬いものをかんでしまっ
たり、頬

ほお

杖
づえ

、歯ぎしりの癖が原因であったり、ス
トレスも関与するややこしい病気なのです。最近
注目され、テレビなどマスコミで話題になってい
るのが「歯の接触癖（TCH：Tooth Contacting 

Habit）」です。デスクワークなどで知らずと噛み
締め、あごの筋肉と関節に負担を掛けているのが
原因だったりします。
　高齢者によく起こるのがあごの脱臼です。あく
びをしたり、大きく口を開けたりすると口が閉じ
られなくなることがあります。脱臼は一度起こる
と癖になることも多く、治療が必要となります。

　顎関節症の治療は、保存的治療で対処しますが、
症状によっては外科的な治療を行うこともありま
す。通常は鎮痛薬の規則的な服用で関節内の炎症
を鎮めるとともに、スプリント（マウスピース）
を使用し、あごの安静を保つことを行います。ま
た、顎運動を行う筋肉に電気刺激を与えたり、筋
肉マッサージを行ったりする理学的療法も効果的
です。炎症がひどい場合は、点滴で顎関節腔内に
薬を入れたりします。
　外科的療法では顎関節の癒着した部分の動きを
改善する手術をします。久美浜病院では最先端の
機器を用いて切らずに済む内視鏡手術を行い、良
好な成果をあげています。

　上記の治療は病院で行われますが、家庭での注
意も必要になります。一番大切なことはあごに負
担を掛けないことです。うつぶせ寝、フランスパ
ン、タコ、イカなどの硬い食品を避ける、歯を噛
みしめる癖、フルートやサックスホーンなどの管
楽器の演奏、バイオリンの演奏、格闘技やスキュー
バダイビングなどは控えることも大事です。あご
に負担の掛からない生活を心掛けましょう。

偏頭痛や肩こりの原因に

　今回は、「顎
がく

関節症」の症状や治療法、
家庭でできる対処法などついて、久美浜病
院の山田理浩医師に聞きます。

原因はさまざま

症状によっては外科的治療も

あごに負担の掛からない生活を

顎関節症の症状
以下の症状が組み合わさって発症します。

○大きく口を開けることができない
○口を大きく開けるときに、関節部でカクカク
　音がする
○大きく開けると顎関節部が痛い
○手足が痛い、目の奥が痛い、耳の奥が痛い、
　こめかみが痛い
○噛み位置が定まらない
○偏頭痛がする、脱力感があったり、胃の調子
　が悪い
○めまいがする、肩がこる
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公
益
財
団
法
人
京
都
産
業
21
は
、
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体

制
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
総
合
支
援
機
関
と
し
て
、
京
都
企
業
の
事
業
活
動
の
発

展
と
京
都
産
業
の
振
興
に
貢
献
し
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

受
発
注
先
の
紹
介
、
販
路
開
拓

　　
府
内
中
小
企
業
の
新
規
顧
客
を
開
拓

す
る
た
め
、
製
品
・
技
術
開
発
に
取
り

組
む
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
紹
介
し

ま
す
。

商
談
会
の
開
催
・
出
展
支
援

　
府
内
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
加
工

技
術
や
製
品
開
発
型
企
業
の
固
有
技
術

等
の
展
示
に
よ
る
商
談
会
の
ほ
か
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
等
を
併
催
し
た
京
都
最
大

級
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
や
全
国
各
地

か
ら
大
手
メ
ー
カ
ー
を
招
き
、
広
域
的

な
受
発
注
商
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

京
都
府
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
府
内
中
小
企
業
や
創
業
予
定
者
の

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
相
談
の
内
容
に
応
じ

て
、
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
適
切
な
支
援
が
可
能
な
専
門
家

や
有
識
者
を
紹
介
し
ま
す
。

貿
易
・
海
外
市
場
へ
の
進
出

　
海
外
へ
の
市
場
開
拓
を
目
指
す
京
都

企
業
を
支
援
し
ま
す
。
中
国
・
東
ア
ジ

ア
圏
で
の
物
産
展
商
談
会
等
の
開
催
お

よ
び
展
示
会
へ
の
出
展
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　
ま
た
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
相

談
や
海
外
経
済
等
の
情
報
提
供
、
貿
易

実
務
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

設
備
導
入
支
援

　
経
営
基
盤
の
強
化
や
創
業
の
た
め
に

新
鋭
設
備
を
導
入
す
る
場
合
、
希
望

す
る
設
備
を
財
団
が
代
わ
っ
て
購
入
し

多くの来場者で賑わう「京都ビジネス交流フェア」
の様子（京都パルスプラザで）

て
、
そ
の
設
備
を
長
期
か
つ
低
利

で
割
賦
販
売
ま
た
は
リ
ー
ス
を
行

い
ま
す
。

人
材
育
成
・
確
保
対
策

　
「
丹
後
・
知
恵
の
も
の
づ
く
り

パ
ー
ク
」
を
拠
点
に
、
京
都
府
織

物
・
機
械
金
属
振
興
セ
ン
タ
ー
や

京
丹
後
市
、
大
学
、
業
界
団
体
等

と
連
携
し
、
技
術
者
の
技
術
力
・

製
品
開
発
力
等
の
向
上
や
経
営
に

関
す
る
実
技
研
修
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
会
社
経
営
の
時
代

を
担
う
後
継
者
を
対
象
に
、
体
系

的
か
つ
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
人
材
育
成
を
行
い
ま
す
。

各
種
補
助
金
に
よ
る
支
援

　
設
備
投
資
、
研
究
開
発
、
販
路

開
拓
、
緊
急
支
援
事
業
な
ど
企
業

の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
取
り
組
み

に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

新
産
業
育
成
・
地
域
振
興

　
地
域
特
産
品
・
観
光
資
源
を
生

か
し
た
創
業
、
経
営
革
新
、
商
店

街
活
性
化
や
福
祉
・
環
境
・
子
育

て
支
援
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
地
域
力
の
再
生
を
図
る

取
り
組
み
を
支
援
す
る
ほ
か
、
中

小
企
業
者
と
農
林
漁
業
者
が
連
携

し
て
行
う
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

企業の駅
ー リレー通信 vol.3 ー

　舞鶴若狭自動車道の完成をはじめ、来年にはいよいよ京都縦貫自動車道が全通するなど、北
近畿をめぐる産業・社会インフラが飛躍的に向上しつつあります。このコーナーでは、このよ
うな新しい時代の産業環境を最大限に活かしていただけますよう、丹後地域内はもとより、府
域の南北および京阪を貫く京街道、その周辺地域はじめ中広域の圏域において企業相互の連携、
相互の事業拡大と事業創造を促進するため、広く京都府全域又は関西圏等で活躍されている商
工関連団体の取り組みや支援制度などをシリーズで紹介します。

京都縦貫街道

公
益
財
団
法
人 

京
都
産
業
21

※「企業の駅」とは、人と人との出会いや交流を促進したり、
地域から人に情報発信等を行う拠点としての、「まちの駅」

「道の駅」「海の駅」などにならい、命名しました。

―
京
都
企
業
の
発
展
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
総
合
支
援
機
関
―

京
都
産
業
21
北
部
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
69 

ー 

３
６
７
５
）



（
峰
山
町
菅
）【元市選挙管理員会委員長】

　平成４年に峰山町選挙管理委員会委員
に就任し、平成８年から委員長として活躍。
平成16年からの８年間は、市選挙管理委
員会委員長を務め、選挙の管理執行に際
し、政治的中立性の確保に尽力されました。

秋の叙勲
旭日単光章（選挙管理事務功労）

  　

 

小
栗 

徳と
く

宗じ
ゅ
う 

さ
ん （
71
）

（
大
宮
町
上
常
吉
）【元准海尉】

　昭和 44 年から約 35 年間の長きにわ
たり、海上自衛隊として活躍。主に無線
通信の職務に従事し、艦船や航空機、
陸上基地などとの連絡調整を行うなど、
海上の安全確保に貢献されました。

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章（防衛功労）

  　

 

今
田 

数
成 

さ
ん （
64
）

（
久
美
浜
町
）【元３等空尉】

　昭和 44 年から約 35 年間の長きにわ
たり、航空自衛隊員として活躍。丹後町
経ヶ岬や沖縄、鹿児島などの基地で、主
に警戒管制の職務に従事し、国家の平
和、安全確保に貢献されました。

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章（防衛功労）

  　

 

木き

下し
た 

葊
美 

さ
ん （
64
）

（
大
宮
町
下
常
吉
）【元兵庫県警部補】

　40 年間の長きにわたり、兵庫県警
察として、主に豊岡警察署において少
年犯罪や薬物犯罪の取り締まりに従
事。また、少年に柔道を指導するなど、
少年の健全育成にも貢献されました。

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章（警察功労）

  　

 

安
味 

英
俊 

さ
ん （
71
）

（
弥
栄
町
溝
谷
）【元公立小学校長】

　昭和22年から62年までの長きにわた
り、教員として活躍。昭和57年からは丹
後町立虎枝小学校長を務め、地域ととも
に成長する学校づくりを推進し、ふるさと
を愛する子どもの育成に貢献されました。

高齢者叙勲
瑞宝双光章（教育功労）

  　

 

岩
佐 

嘉
四
郎 

さ
ん （
88
）

（
峰
山
町
内
記
）【元公立小学校長】

　昭和 30 年から 40 年間の長きにわ
たり、教員として活躍。昭和 62 年から
教頭、平成４年からは校長を務め、当地
域における女性管理職の先駆者として、
学校教育の進展に貢献されました。

秋の叙勲
瑞宝双光章（教育功労）

  　

 

藤
村 

英ひ
で

子こ 

さ
ん （
79
）

2014.1225 242014.12

（吉野小 4年）
日
く さ

下
か

部
べ

 千
ち

穂
ほ

 さん

　「全国火災予防運動」の一環として、市消防本部
が市内の小学４年を対象に募集していた「防火図画」
で、吉野小学校の日下部千穂さんが特選に輝きまし
た。日下部さんの作品は火災予防ポスターとして、市
内の学校や事業所などに配布されます。
その他の入賞者
入選　

坂
さ か

根
ね

 七
な な

海
み

さん（網野北小）、二
ふ た

村
む ら

 まいさん ( 間人小 )、
小

お

倉
ぐ ら

 七
な な

海
み

さん（宇川小）
佳作

吉
よ し

岡
お か

 健
たける

君（丹波小）、坂
さ か

根
ね

 祐
ゆ

希
き

登
と

君（大宮南小）、
山
や ま

本
も と

 拓
た く

海
み

君（網野北小）、松
ま つ

尾
お

 希
き

里
り

さん（島津小）、
高
た か

尾
お

 望
の ぞ

心
み

さん （久美浜小）、中
な か

西
に し

 颯
そ

良
ら

君（かぶと山小）

京丹後市防火図画
特　選 第 32回　府民の消防賞

（
大
宮
町
三
重
）

　25 年前に消防団に入団し、日々訓
練を重ね、地域の防火・防災活動に尽
力。平成 24 年からは、市消防団副団
長として団員をまとめ、地域の安心・
安全の確保に貢献されました。

  

小
谷 

義
隆  

さ
ん （
45
）【京丹後市消防団副団長】

京都北都信用金庫 大宮支店
（大宮町周枳）

　平成 16 年度から毎年、本市におけ
る献血実施会場を提供しているほか、
多くの職員が積極的に協力するなど、
献血の推進に貢献されました。

京都府献血推進協議会
会長表彰

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

（
弥
栄
町
黒
部
）

　府町村教育長会副会長として、町村
教育委員会相互の調整や研修会など
を実施し、教育水準の向上に寄与。ま
た、与謝野町教育委員会教育長を務め、
教育行政の推進に尽力されました。

  

垣
中 

均 

さ
ん （
75
）

【元府町村教育長会副会長】

京都府教育功労者表彰
（教育行政功労）

（
峰
山
町
安
）

　平成20 年から府連合婦人会理事とし
て、地域の絆づくりや男女共同参画の取
り組みを推進。平成25年度の京都女性健
康フェスティバルでは、リーダーシップを
発揮し、大会の成功に尽力されました。

  

安
井 

美
佐
子 

さ
ん （
73
）【府連合婦人会理事】

京都府教育功労者表彰
（社会教育功労）

（
峰
山
町
橋
木
）

　平成 11 年から府文化財保護指導委
員として、文化財の巡視や文化財所有
者等への指導・助言、文化財周辺地域
の安全のための定期視察を実施。文化
財保護に貢献されました。

  
今
村 
純じ

ゅ
ん

訓く
ん 

さ
ん （
70
）

【元府文化財保護指導委員】

京都府教育功労者表彰
（文化財保護功労）

▼
弥
栄
町
に
住
ん
で
い
る

　
の
に
表
紙
の
須
川
の
手

　

掘
り
ト
ン
ネ
ル
を
知
り

　
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
弥
栄
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
京
丹
後
の
礎
を
築
い
た

　

方
６
人
の
軌
跡
、
改
め

　
て
偉
大
な
方
々
だ
と
思

　

い
ま
し
た
。
少
し
で
も

　

先
人
の
恩
を
肝
に
命
じ

　
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
京
丹
後
の
礎
を
築
い
た

　

６
人
の
軌
跡
を
興
味
深

　

く
拝
見
し
ま
し
た
。
皆

　
さ
ん
そ
の
道
に
優
れ
た

　
方
で
す
ね
。

【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
皆
既
月
食
を
私
も
見
ま

　

し
た
。
来
年
４
月
４
日

　
も
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
健
康
だ
よ
り
～
続
け
る

　

の
が
一
番
！
主
人
は
歩

　

く
よ
う
に
な
っ
て
５
年

　

に
な
り
、
す
ご
く
健
康

　

に
な
り
ま
し
た
。
み
ん

　
な
が
意
識
す
る
だ
け
で

　
か
な
り
医
療
費
も
軽
減

　
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
高
校
生
が
６
月
に
挿
し

　
木
し
た
花
、
元
気
に
育

　
ち
沿
道
を
美
し
く
か
ざ

　
る
と
き
を
楽
し
み
に
し

　
て
い
ま
す
。

【
久
美
浜
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
私
の
家
は
小
天
橋
の
近

　
く
で
す
。
山
陰
海
岸
ジ

　
オ
パ
ー
ク
が
世
界
再
認

　
定
さ
れ
、
喜
び
と
共
に

　
京
丹
後
市
の
ま
ち
づ
く

　
り
の
推
進
を
期
待
し
て

　
い
ま
す
。

【
久
美
浜
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
子
ど
も
が
読
ん
で
楽
し

　
め
る
ペ
ー
ジ
も
作
っ
て

　
ほ
し
い
。（
例
）
京
丹
後

　
の
昔
話
や
勉
強
に
な
る

　
も
の
し
り
ク
イ
ズ
な
ど

　
…
。

【
峰
山
町
・
小
学
生
・
女
性
】

〈
イ
ラ
ス
ト
〉  

広
田 

朝
子
さ
ん

（
久
美
浜
町
）

　
狩
猟
免
許
の
取
得
を

考
え
て
い
ま
す
。 

京
丹

後
市
で
猿
を
駆
除
し
た

場
合
、
補
助
金
な
ど
が

出
ま
す
か
。【匿

名
・
男
性
】

　　
市
で
は
捕
獲
の
担
い
手

を
確
保
す
る
た
め
に
、
狩

わ
た
し
の
提
案
・
意
見
箱
か
ら

声

み
ん
な
の

猟
免
許
取
得
経
費
や
猟

銃
購
入
費
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
補
助
の
条

件
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
林
整
備
課
（
☎
69–

０
４
３
０
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
捕
獲
に
関
し
て

は
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
狩
猟
鳥

獣
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
捕
獲
す
る
た
め
に

は
許
可
が
必
要
で
す
。
市

で
は
、
安
全
で
確
実
な
捕

獲
を
行
う
た
め
に
、
経
験

豊
富
な
市
内
猟
友
会
に
捕

獲
許
可
を
交
付
す
る
と
と

も
に
捕
獲
業
務
を
委
託
し
、

捕
獲
頭
数
に
応
じ
て
委
託

料
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

【
農
林
整
備
課
】

狩
猟
免
許
を
取
得

し
て
サ
ル
を
捕
獲

し
た
ら
補
助
金
な

ど
が
で
ま
す
か

狩
猟
免
許
取
得
に
つ

い
て
は
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
が
、
サ
ル

の
捕
獲
に
対
す
る
個

人
へ
の
補
助
金
は
あ

り
ま
せ
ん



文化
丹後
de

1.	そばがきを作る。	
そば粉と水をよく練り混ぜ、それを鍋で焦
がさないように 1分程火にかけながら素早く混ぜる。固
まってきたら火を止め、一口大に分けておく。

2.	具材を適当に切る。	
・大根、にんじんは火が通りやすいように、ピーラーで縦に
剥く。ごぼうは、ささがきにして水にさらし、あく抜きをする。	
・鶏もも肉は、香ばしさを出すため、フライパンで薄く焼き色
がつくまで焼いてから切る。

3.	出汁を鍋に入れ、いったん沸騰させる。その後、１、２
を入れ、火が通ったら完成！

京丹後の食材で簡単レシピ 旬★感 たんごはん

作り方

　そばは、晩秋に収穫の時期を迎えるいまが旬
の食材です。そばがきは、そば 100％なのでそ

ばの風味をよく味わうことができますよ。
　今回の鍋は、出汁を少し濃いめにするのがおいしいと思いま
すが、皆さんの好みの濃さに調整してください。また、そば粉
がご家庭にないときは、強力粉や薄力粉を水で混ぜて作る「ろ
くとう」でも代用できます。鶏肉の代わりに、グラ※を入れる
のもおすすめです。ぜひ試してください。※グラ（ノロゲンゲ）
とは、30cm 程の全体がゼラチン質で覆われた魚。今が旬です。

　温かい料理が食べたい季節がやってきました。「冬に温かい料理といえば、鍋！」ですよね。
そこで、今回はそばがきを入れた和風の鍋を教えていただきました。また、大根やにんじんをピー
ラーで薄く剥くという調理方法は、さまざまな料理で応用できると感じました。

Vo l .13

教えてくれたひと

藤原 教
のり

行
ゆき

さん （網野町）

そばがき鍋

材料（２人前） ◎その他具材

◎そばがき ・鶏もも肉 …100 ｇ

・そば粉 …50g ・しめじ …1/4 パック

・水 …50cc ・ごぼう …15cm 程

・大根（皮むき）…適量

◎鍋だし ・にんじん（皮むき）…適量

・めんつゆ（市販可）…100cc ・ねぎ …適量

※ 100cc を水で伸ばし、200 ～ 230cc にする。

体験レポート

固すぎず柔らかすぎず…という　加減が、そばがきを作るポイント！

ぶんか TOPICS

ぶんかでたんご

　丹後庁舎で10月30日、但馬国府・国分寺館学芸員
の前岡孝彰氏による講演会「丹後VS．但馬－古代文物
の徹底比較！－」が開かれ、約40人が参加しました。
　講演では、両地域にある古墳の規模や出土品を、写真
や資料を用いて比較。西暦 500年頃までは丹後に強大
な権力があり、その後但馬に移行していったと考えられ
ることや、埴輪や埋葬施設から丹後の王は丹後生まれの
王で、但馬の王は大和王権から派遣されてきた王と考え
られることなどを分かりやすく解説しました。
　講演後には、丹後古代の里資料館（丹後町）で展示
解説も行われ、参加者たちは講演会で耳にした出土品を
じっくりと見学しながら、古代丹後に思いを馳せていま
した。

丹後・但馬の古代文物を徹底比較
　国分寺館学芸員の前岡孝彰氏が講演

３
色
で
文
字
を
彩
り

情
景
を
豊
か
に
表
現

色
彩
書
道

近
こ ん

藤
ど う

 壽
じ ゅ

峰
ほ う

 さん（86）
本名・近藤壽

とし

夫
お
さん。峰山町
富貴屋在住。カ
ンヌ国際美術展
（仏）に出展し
て３位入賞した

のを皮切りに、世界芸術大賞（仏）、ロ
ンドン国際展優秀賞（英）、名誉芸術文
化賞（シンガポール）、国際書画文化遺
産作家認定（米）など各国から幾多の賞
を受賞。作品は、タイ王国の国宝、中国
の故宮博物院に永久収蔵されるなど、世
界中で高い評価を受けています。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
13

▲自宅の作業場で「龍」
を色紙に書く近藤さん
◀鶴が舞い降りた情景を
木片で描いた「野」（左）
と、黄色を使って美しさを
表現した「花」の作品

上／講演会の様子
左／分かりやすく丹後や但馬の
古代文物について話す前岡氏

　
色
彩
書
道
は
、「
書
」
と
「
絵
」

を
融
合
さ
せ
た
書
道
で
す
。

　
20
歳
の
と
き
「
人
生
の
節
目
に

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
」
と

書
道
を
始
め
、
40
歳
頃
か
ら
色
彩

書
道
を
始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と

絵
画
が
趣
味
で
、
畑
仕
事
中
に
美

し
い
夕
焼
け
雲
を
み
て
、
こ
れ
を

文
字
で
表
わ
せ
な
い
か
と
考
え
た

の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
色
彩
書

道
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

色
彩
書
道
は
、
濃
い
墨
を
付

け
た
筆
、
薄
く
付
け
た
筆
、
色
付

き
の
筆
の
計
３
本
の
筆
を
同
時
に

握
っ
て
、
一
気
に
書
き
上
げ
ま
す
。

ベ
ニ
バ
ナ
や
ク
チ
ナ
シ
、
ヘ
ダ
ラ

（
常
緑
樹
）
の
実
な
ど
か
ら
赤
、
緑

な
ど
の
色
を
出
し
、
イ
メ
ー
ジ
に

合
う
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
ま
す
。

　

色
の
出
で
、
私
の
イ
メ
ー
ジ
と

全
く
違
う
作
品
に
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
当
初
か
ら
科
学
的
な
検
証

も
行
い
、
発
色
や
変
色
の
有
無
に

つ
い
て
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

　
文
字
は
、
頭
の
中
で
具
体
的
に

強
く
イ
メ
ー
ジ
し
た
情
景
を
書
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
同
じ

「
雲
」
と
い
う
字
で
も
、
時
季
や

時
間
帯
に
よ
っ
て
色
や
形
が
異
な

り
ま
す
。
ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
に
合

う
作
品
を
作
る
た
め
に
は
、
筆
だ

け
で
な
く
、
木
の
破
片
や
木
の
根

を
使
っ
て
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
作
品
作
り
で
は
、
文
字
そ
の
も

の
の
出
来
は
も
ち
ろ
ん
、
３
色
の

バ
ラ
ン
ス
、
発
色
に
も
気
を
使
い

ま
す
。
数
十
枚
書
き
直
す
こ
と
も

日
常
茶
飯
事
で
す
。
集
中
力
が
高

ま
っ
て
い
る
と
「
気
が
付
け
ば
朝

に
」な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

納
得
い
く
も
の
が
書
け
ず
、
墨
を

す
る
の
を
苦
痛
に
思
っ
た
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
理
想
に

叶
う
字
が
書
け
た
と
き
は
、
思
い

描
く
情
景
と
文
字
が
重
な
り
、
何

と
も
言
え
な
い
気
分
に
な
り
ま
す

ね
。こ
の
気
持
ち
を
求
め
る
た
め
、

筆
を
執
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
脳
梗こ

う
塞そ

く
を
患
い
、
左
手

が
思
う
よ
う
に
動
か
せ
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
リ
ハ
ビ

リ
し
て
、
来
年
か
ら
は
本
格
的
に

創
作
活
動
を
再
開
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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高倉 佳
か

央
お

ちゃん（女の子）
10月生まれ・3,520㌘
母：幸代さん　父：遼さん
（弥栄町和田野）

山
やま

㟢
ざき

 柊
しゅう

ちゃん（男の子）
10月生まれ・2,390㌘
母：瑞稀さん　父：浩二さん
（網野町網野）

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹介します。
ご応募いただいた全ての方を掲載しています。どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  ☎ 69-0110

田中 大
ひろ

翔
と

ちゃん（男の子）
10月生まれ・2,968㌘
母：優子さん　父：亮さん

（京都市西京区／実家：峰山町御旅）

さ
と
が
え
り
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　日本海の冬の味覚、ズワイガニ漁が解禁された 11 月
６日、市内の間

たい
人
ざ

漁港（丹後町）・浅茂川漁港（網野町）
では、新鮮なカニが次々と水揚げされました。
　５日夜、間人漁港から５隻、浅茂川漁港から１隻の底
引き網漁船が出港。日が変わると同時に、丹後半島沖約
30㌔地点で漁を始めました。間人漁港では、６日午前
10 時頃に漁を終えた船が相次いで帰港。セコガニ（雌）
と緑のタグが付けられた間人ガニ（雄）が順に降ろされ、
セリ市場に並べられました。午後には、仲買人の威勢の
いい声が響く中、初競りにかけられました。
　府漁業協同組合丹後支所の寺田直彦支所長は「今年
はセコガニが多く、初日の漁獲量は昨年より良かった。
好天が続き、漁に出られる日が増えることを期待してい
る」と話していました。

冬の味覚 ズワイガニ漁解禁
間人漁港などで初競り

　「富岡製紙場と絹産業遺産群」が世界文化遺産に登録
され、絹織物の産地として知られる群馬県富岡市の岩井
賢太郎市長が 10 月 25 日、他産地の現状を学ぼうと本
市を訪れ、ちりめん工場の見学などを行いました。
　この日、網野町の田勇機業株式会社（田茂井勇

は や と

人代
表取締役）を訪れた岩井市長は、丹後ちりめんの歴史や
基幹産業となった経過説明を受けた後、機織り機を前に、
丹後ちりめん独特の風合いが特徴の“シボ”が出来る仕
組みなどについて質問をしていました。
　富岡市は現在、本市とともに「シルクのまちづくり市
区町村協議会」に加盟。岩井市長は、先般の同協議会で、

「富岡の糸を使って製品加工を」と呼びかけ、他産地と
の連携に意欲を示されたことを受け、本市では友好都市
提携も視野に入れ、一層連携を図っていきます。

富岡市・岩井市長が訪問
丹後ちりめんの特徴“シボ”の風合いに興味

◀
市
内
の
織
物
工
場
を
訪
問
し
、
丹
後
ち
り
め

ん
の
説
明
を
受
け
る
岩
井
市
長
（
左
）

◀
船
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
た
雄
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

（
11
月
６
日
13
時
16
分
頃
・
間
人
漁
港
で
）

世界文化遺産
登録のまち

　
売ひ

め

布ふ

神
社
は
、
久
美
浜
町
女に

ょ

布う

に
所
在
し
ま
す
。
集
落
の
ほ

ぼ
中
央
部
に
位
置
し
て
お
り
、

豊と
よ
う
け
ひ
め
の
み
こ
と

受
姫
命
・
大お

お
や
つ
ひ
め
の
み
こ
と

屋
媛
命
・
狐こ

津ず
の

媛ひ
め

命み
こ
と

を
祀
っ
て
い
ま
す
。
平
安

時
代
の
「
延え

ん

喜ぎ

式し
き

」
に
記
さ
れ

る
古
い
神
社
で
す
。
境け

い

内だ
い

に
あ

る
船
石
は
、
祭
神
が
谷
村
（
久

美
浜
町
谷
）
の
足
洗
井
戸
か
ら

船
で
佐
濃
谷
川
を
下
り
女
布
に

着
き
上
陸
し
た
と
い
う
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
江

戸
時
代
に
は
、
長
船
大
明
神
と

も
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

売
布
神
社
の
本
殿
は
、
一

間
社
流
造
と
い
う
型
式
の
も

の
で
、
桁
行
２・
７
㍍
、
梁
間

２・
２
㍍
を
測
り
ま
す
。
現
在

は
、
檜ひ

わ
た
ぶ
き

皮
葺
の
屋
根
が
銅
板
で

覆
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
本
殿
の

ま
わ
り
に
覆お

お
い

屋や

が
造
ら
れ
建
物

を
保
護
し
て
い
ま
す
。
明
和
６

（
１
７
６
９
）
年
の
再
建
棟
札

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
本

殿
は
こ
の
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
中
期
に
造
ら
れ
現

在
ま
で
残
る
神
社
建
築
で
あ
る

点
が
評
価
さ
れ
、
平
成
３
年
７

月
15
日
付
け
で
久
美
浜
町
指
定

文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ

れ
、
平
成
16
年
の
京
丹
後
市
発

足
に
伴
い
京
丹
後
市
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

104

売
布
神
社
本
殿

数少ない江戸時代中期の神社建築
▲本殿

文◯

売布神社

網野方面↑

←
豊
岡
方
面

佐濃谷川

峰
山
方
面
→

永留
丸山

野中

中央運動公園

久美浜高校

668

669

20

312

▲売布神社

　市では、今年で５年目を迎える小学校屋外理科学習「大地
の学習」を実施し、市内の全20校の小学６年生、総勢552
人の児童が約３時間かけて関係施設や現地を訪問しました。
児童たちは、立岩の柱状節理や琴引浜の鳴き砂、北丹後地震
（丹後大震災・1927年）の発生を物語る郷村断層、震災の被
災状況などについて学び、自分たちが住む地域の歴史や魅力
に触れていました。

ジオパークを生かした小学校教育

「大地の学習」を実施

　

11
月
１
日
、
市
制
10
周
年
記

念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
が
、「
ふ

る
さ
と
京
丹
後
」
の
明
る
い
未
来

を
京
丹
後
の
若
者
た
ち
自
身
が
、

市
内
外
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
築
い
て
い
き
た
い
！

と
、
峰
山
高
校
、
網
野
高
校
、
久

美
浜
高
校
の
生
徒
た
ち
、
出
演
さ
れ
た
少
年
少

女
合
唱
団
、
丹
後
小
町
踊
り
子
隊
の
皆
さ
ん
が

年
齢
や
学
校
を
越
え
て
「
わ
た
し
た
ち
の
未
来

を
つ
く
る
会
」
を
結
成
し
、
力
強
い
未
来
づ
く
り

へ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
式
典
を
共
催
運
営
い
た
だ

き
若
者
の
力
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
謝
と
と
も
に
今
後
に
も
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
未
来
の

ま
ち
づ
く
り
、
と

い
う
こ
と
で
は
、

同
じ
く
今
月
12
日

に
、
網
野
高
校
企

画
経
営
科
の
皆
さ

ん
に
よ
る
「
丹
後

活
性
化
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
、
今
年
で
７
回
目
で
“
丹

後
の
活
性
化
”
を
テ
ー
マ
に
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の

若
々
し
い
発
想
で
地
域
の
活
性
化
へ
の
企
画
づ
く

り
を
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
と
て
も
素
晴
ら

し
い
、
す
ぐ
に
で
も
や
っ
て
い
け
る
内
容
の
発
表

を
い
た
だ
き
、
感
激
を
し
て
い
ま
す
。（
詳
し
く

は
、
網
野
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。）

　

こ
の
大
会
の
開
始
式
の
中
で
、
毎
年
、
私
か

ら
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、「
あ
る  

あ
る  

あ
る
」
の
詩
。
こ
れ
は
、
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
生
涯
を
過
ご
さ
れ
た
、
中
村
久
子
さ

ん
の
詩
で
す
。
中
村
久
子
さ
ん
は
小
児
期
に
両

手
両
足
を
失
わ
れ
た
後
も
生
活
に
必
要
な
こ
と

は
何
で
も
自
分
で
や
り
こ
な
し
、「
人
生
に
絶
望

な
し
」
と
力
強
く
語
り
、
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
女
史
か

ら
も「
私
よ
り
偉
大
な
人
」と
賞
賛
を
送
ら
れ
た
、

筆
舌
し
が
た
い
素
晴
ら
し
い
人
生
を
お
く
ら
れ

た
方
で
、
あ
る
と
き
次
の
詩
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

あ
る  

あ
る  

あ
る 

さ
わ
や
か
な
秋
の
朝 

「
タ
オ
ル
取
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
」 

「
お
ー
い
」
と
答
え
る
良
人
が
あ
る 

「
ハ
ー
イ
」
と
い
う
娘
が
お
る 

歯
を
み
が
く 

義
歯
の
取
り
外
し  

か
お
を
洗
う 

短
い
け
れ
ど
指
の
な
い 

ま
る
い
つ
よ
い
手
が  

何
で
も
し
て
く
れ
る 

断
端
に
骨
の
な
い  

や
わ
ら
か
い
腕
も
あ
る 

何
で
も
し
て
く
れ
る  

短
い
手
も
あ
る 

あ
る  

あ
る  

あ
る 

み
ん
な
あ
る 

さ
わ
や
か
な
秋
の
朝

　
何
か
不
足
の
か
け
ら
も
一
切
な
く
、「
あ
る  

あ

る  

あ
る  

み
ん
な
あ
る
」
と
さ
わ
や
か
に
御
境

涯
を
う
た
い
あ
げ
ら
れ
る
御
見
事
さ
は
と
て
も
感

動
的
で
言
葉
に
尽
く
せ
ま
せ
ん
。 

私
は
、
こ
の

大
会
で
、
毎
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、

人
生
の
豊
か
さ
開
拓
だ
け
で
な
く
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
う
え
で
も
、
日
常
の
境
遇
、
環
境
の
中

か
ら
豊
か
さ
に
ど
う
気
づ
き
、
宝
を
発
見
し
て
い

く
か
、
と
い
う
視
線
が
欠
か
せ
な
い
と
思
う
か
ら

で
す
。
ぜ
ひ
、
若
い
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
「
あ
る  

あ
る  

あ
る
の
心
」
を
各
人
ご
と
に
深
く
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
ま
わ
り
の
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
宝

を
発
見
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、「
あ
る  

あ
る  
あ
る
」
の
心
は
、「
あ

り
が
と
う
の
心
」
で
も
あ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

の
心
に
よ
っ
て
、
あ
る  

あ
る  
あ
る  
と
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、目
が
届
か
ず
、ま
た
、

意
を
留
め
な
か
っ
た
所
か
ら
支
え
て
い
た
だ
い
た

り
導
い
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
る
も
の
、
宝
の

原
石
や
恵
み
、
そ
し
て
可
能
性
、
い
ろ
ん
な
こ
と

に
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

そ
し
て
、
あ
き
ら
め
な
い
心
。
大
き
な
可
能
性

の
あ
る
こ
と
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

大
き
な
飛
躍
、
発

展
を
の
ぞ
め
る

事
柄
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
そ
の

た
め
の
道
程
に
は

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
や
壁
は
高

い
も
の
で
す
。
困
難
が
一
見
立
ち
ふ
さ
が
る
。
だ

け
ど
、
失
敗
は
そ
れ
自
体
、
成
功
へ
の
糧
で
も
あ

り
ま
す
。
困
難
の
中
に
こ
そ
解
決
の
タ
ネ
は
入
っ

て
お
り
、
困
難
を
糧
に
タ
ネ
を
育
て
て
い
く
、
あ

き
ら
め
ず
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
。
可

能
性
は
無
限
大
。「
あ
き
ら
め
な
い
心
」
も
大
切

で
す
。 

　
あ
る  

あ
る  

あ
る
の
心
、
あ
り
が
と
う
の
心
、

そ
し
て
、
あ
き
ら
め
な
い
心
。
本
市
や
わ
が
国
、

世
界
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
若
者
た
ち
、
日
常

の
生
活
や
活
動
の
中
で
も
こ
の
「
三
つ
の
あ
」
の

心
を
永
く
大
切
に
し
て
ほ
し
い
、
と
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

�

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

わ
た
し
た
ち
の
未
来
を
つ
く
る
！　

あ
る 

あ
る 

あ
る
の
心
、
あ
り
が
と
う
の
心
、
あ
き
ら
め
な
い
心

「
私
た
ち
の
未
来
を
つ
く
る
会
」
と
「
網
野
高
校
・
丹
後
活
性
化
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」

左／郷村断層の断層保存建屋で地震によりずれた地面を見学　
右／琴引浜で直径1㍉程の微小貝を探す

　大地の学習は、子どもたちの理科や歴史に関する理解を
深めるとともに、郷土愛の育成や山陰海岸ジオパークの教
育への活用などを目的に実施しているものです。

（観光振興課）
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12月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
30 12/1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 1/1 2 3今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

署
員
と
と
も
に
防
災
教
室
に
参
加
し
た

ブ
レ
ン
ダ
・
ホ
ー
プ
リ
ー
さ
ん
（
大
宮

北
保
育
所
で
）

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　暦の上ではもう冬ですがまだまだ秋
のままで…と願う今日この頃。秋は食欲
や芸術、行楽を楽しむには最適ですから
ね！皆さん、来年の秋はシルバーウイー
クが待っていますよ♪
　そういえば、秋といわれて思い浮かぶ
言葉って、京丹後の活性化とつながる
気がしませんか？というのも、 私は 11
月12 日、網野高校企画経営科「丹後活
性化プレゼンテーション大会」に行って
きました。3 年生が 5 つのグループに
分かれ、アイデアを企画し提案するプ
レゼン大会です。どんな提案だったかと
いうと…若者・都会の人を対象にした丹
後ばらずしの知名度 UP！や、幸

●

齢者向
けテーマパークタウン・高齢者が楽しめ
る娯楽を商店街に！など高齢者向けの企
画、また離湖をアートで盛り上げるとか、
学校行事に KTR を取り入れ乗客増につ
なげる、といった高校生ならではの斬新

な企画ばかりでした。大会に向けての準
備期間はおよそ 1 カ月、資料はホーム
ページで集めたり、実際地域に出てアン
ケート調査を行ったりしたグループもあ
りました。
　発表後は、京丹後の活性化に日々取
り組んでいる方々から、実際携わってい
るからこそのご意見・アドバイスもあり、
生徒にとっては次のステップにつながっ
たことかと思います。高校生ながら地元
を愛する心がしっかり芽生えているとい
うことに嬉しさを感じたプレゼン大会で
した。発表した生徒と話している中で、

「卒業後は？」という問いに、「地元に就
職します！」という生徒もいましたよ。
　10 月の「食と文化の祭典」ではレス
トランとステージで大活躍、11 月 1日
の京丹後市制 10 周年記念式典では 3
人の生徒が司会を立派に務めました。高
校生の活躍が光った秋も終わろうとして
います。京丹後の将来を担う 3 つの高
校の頼もしい生徒たちを前に、安心感を
覚えた私宮川優は「たんご優遊見聞録」
の筆をそっと置きたいと思います。3 年
間ご愛読いただきありがとうございまし
た！！続きは FM たんごで（＾^ ）

たんご 遊優宮川優の 見聞録

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53 ～ 7：58、16：54 ～ 16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

京丹後の活性化は私たちが!!

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

12／14日

 京都府丹後文化会館　☎ 62-5200

	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
	一般…前売り 1,200 円（当日 1,500 円）

　	高校生以下（３歳以上）…前売り・当日 800 円

前売券
発売中

丹後映画大好き劇場 No.43

超高速！参勤交代

 上映開始
① 10：00  ② 14：00  ③ 18：30

（上映時間１時間 59 分）

シニア（60 歳以上・要証明）…前売り・当日 1,000 円
友の会会員前売りのみ 1,000 円（2 枚まで）

《全席自由》

宝くじ助成で地区の備品を整備

田村地区活性化協議会（久美
浜町）ワイヤレスアンプ、プリンター、
液晶プロジェクター、冷蔵庫など

　田村地区活性化協議会（久美
浜町）において、宝くじの助成
金を活用してコミュニティ備品
を整備しました。
　この助成は、（財）自治総合セ
ンターが行っているもので、宝
くじを使った社会貢献広報事業
のひとつ。地域社会の健全な発
展と住民福祉の向上を目的に、
地域振興事業に対して行ってい
るものです。
　田村地区活性化協議会では、
ワイヤレスアンプ、プリンター、
液晶プロジェクター、冷蔵庫な
どを購入しました（写真は一例）。

主催／（公財）京都府丹後文化事業団

（平成26年度助成決定地区：２地区）

　プロ野球の一軍、その華やかさの
陰にある二軍の選手たち。上を目指
して練習する者。一軍で活躍しなが
らも二軍で選手としての最後を迎えな
ければならない者。さまざまな選手の
二軍での経験は、生きていくうえでの
大切なことを伝えてくれています。

　ふゆのよる、ながれぼしを見
み

つけたねずみ。次
つぎ

の朝
あさ

、そのほ
しをさがそうと出

で

かけたねずみ
が見

み

たのは、雪
ゆき

のうえの見
み

たこ
とのないあしあと…。描

えが

かれて
いる動

どう

物
ぶつ

たちが、飛
と

び出
だ

してき
そうな絵

え

本
ほん

です。

■ほしをさがしに しもかわら ゆみ／作・絵
講談社

■二軍 澤宮 優／著
河出書房新社

図書館（室）
冬のお楽しみ会・おはなし会

あみの図書館峰山図書館 久美浜図書室

丹後図書室 大宮図書室 弥栄図書室

図書館冬のお楽しみ会
  12 月 13 日（土）14 時～ 15 時 30 分
  峰山地域公民館（峰山町杉谷）
内容：◇人形劇「マッチ売りの少女」◇工
作「クリスタルツリー」など
協力：峰山図書館読み聞かせボランティア「わ」

冬のおはなし会
  12 月７日（日）10 時～ 11 時
  あみの図書館（網野町網野）
内容：◇パネルシアター「いっすんぼうし」
◇ペープサート「きつねのおきゃくさま」など
協力：あみの読み聞かせボランティアの会

冬のおはなし会
  12 月７日（日）10 時～ 11 時
  久美浜市民局（久美浜町）
内容：◇大型絵本『もぐらバス』◇語り「に
んじん だいこん ごぼう」など
協力：久美浜図書室読み聞かせボランティア

冬のおはなし会
  12 月14日（日）10時30分～11時30分
  丹後地域公民館（丹後町）
内容：◇大型絵本『おこだでませんように』
◇大型紙芝居「わらしべちょうじゃ」など
協力：丹後町絵本読みきかせボランティアの会

冬のおたのしみ会
  12 月 21 日（日）10 時～ 11 時 30 分
  アグリセンター大宮（大宮町口大野）
内容：◇ペープサート「三びきのかわいい
おおかみ」◇大型絵本『おめんです』など
協力：朗読ボランティア「手をつなごう」

冬のお楽しみ会
  12 月 20 日（土）14 時～ 15 時
  弥栄地域公民館（弥栄町溝谷）
内容：◇大型絵本『もりのおふろ』、『おお
きなかぶ』、『ふゆのよるのおくりもの』など
協力：虹色のたね

　市立図書館（室）では毎年12月、ボランティアの方と一緒に
子ども向けの楽しい行事を開催しています。大型絵本や大型紙芝
居、人形劇などを上演します。ぜひご家族でご参加ください。

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

　

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
出
身
で
当
会
会
員
の

ブ
レ
ン
ダ・ホ
ー
プ
リ
ー
さ
ん（
大
宮
町
在
住
）

が
11
月
11
日
、
市
消
防
本
部
か
ら
「
一
日
女

性
消
防
官
」
を
委
嘱
さ
れ
、
消
防
署
の
署
員

と
と
も
に
、
防
火
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

峰
山
消
防
署
で
は
、
通
報
者
が
英
語
し
か

話
せ
な
い
と
い
う
設
定
で
、
通
報
を
受
け
た

署
員
が
英
語
で
聞
き
取
り
を
行
う
訓
練
を
実

施
。
ブ
レ
ン
ダ
さ
ん
は
、
英
語
の
使
い
方
に

つ
い
て
署
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
ま

た
、
大
宮
北
保
育
所
で
の
防
災
教
室
や
街
頭

啓
発
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
ブ
レ
ン
ダ
さ
ん
は
、「
消
防
の
仕
事
が
理
解

で
き
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の

消
防
体
制
は
素
晴
ら
し
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

南アフリカ出身　ブレンダ・ホープリーさん

　　　　　「一日女性消防官」に

nav i nav inav inav inav i nav inav i

広報クイズ
　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
12 月 16 日（火）当日消印有効。当選者の発表は 1
月号のこのコーナーで。

◆11月号の答え
問１…６　問２…女　問３…ウオーキング

◆11月号当選者
髙野和子さん（網野町）、広田朝子さん（久美浜町）、
辻村世津子さん（弥栄町）、岸田朋子さん（網野町）、
北垣絵美さん（弥栄町）
応募総数 33人、全員正解でした。ご応募ありがとうございま
した。

問１ 「新○○○産業の創造」信州大と協定締結
問２ 素人名人芸披露会「京丹後○○」開催
問３ 「○○○病院まつり」を初開催
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男　	 28,185人	（－23）
女　	 30,415人	（－25）
計	　58,600人	（－48）
世帯数	　22,679世帯	（＋8）
11月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数 ▼
だ
ん
だ
ん
と
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
▼
夏
は
ク
ー
ル
ビ

ズ
で
す
が
、
冬
は
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ
」。
室
温
を
20
度
程
度
に
設
定

し
ま
す
。
節
電
に
つ
な
が
っ
た
り
、

環
境
に
優
し
か
っ
た
り
す
る
こ
と

か
ら
、
近
年
、
し
き
り
に
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ス
に

は
、「
部
屋
の
暖
気
を
逃
が
さ
な

い
よ
う
に
カ
ー
テ
ン
を
き
っ
ち
り

閉
め
る
」「
加
湿
器
や
観
葉
植
物

を
置
い
て
湿
度
を
上
げ
る
」「
暖

房
器
具
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に

扇
風
機
を
用
い
る
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
▼
さ
ら
に
、
複
数
の
部
屋
で

暖
房
器
具
を
使
わ
な
い
よ
う
に
、

「
家
族
全
員
が
同
じ
部
屋
で
過
ご

す
こ
と
」
も
効
果
的
で
す
▼
我
が

家
で
は
、
先
月
次
女
が
生
ま
れ
た

お
陰
？
で
、
家
族
み
ん
な
が
一
つ

の
部
屋
に
集
ま
り
、
赤
ち
ゃ
ん
を

囲
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
バ
タ
バ
タ
し
て

い
ま
す
▼
節
電
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
こ
う
し
た
〝
温
か
み
”
が
い

つ
ま
で
も
続
く
家
庭
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
／
遼

発
行

／
京

丹
後

市
役

所
　

編
集

／
秘

書
広

報
広

聴
課

〒
627-8567  京

都
府

京
丹

後
市

峰
山

町
杉

谷
889

2014.12  vol.129
☎

0772-69-0110
℻

0772-69-0901
HP http://w

w
w

.city.kyotango.lg.jp
hishokoho@

city.kyotango.lg.jp

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

クマに注意!!  目撃情報が寄せられています

56
「
聴
い
て
く
ん
に
ゃ
～
な
ぁ
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
お
な

じ
み
の
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」
こ
と
下し

も

村む
ら

浩こ
う

祐す
け

さ
ん
。

結
婚
式
や
イ
ベ
ン
ト
の
Ｍ
Ｃ
※
の
ほ
か
、
Ｆ
Ｍ
た

ん
ご
の
Ｄ
Ｊ
や
京
丹
後
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
の
リ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
だ
。
独
特
の
口
調
で
、
リ

ス
ナ
ー
た
ち
を
〝
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
ワ
ー
ル
ド
”
に
惹

き
込
ん
で
い
る
。（
※
）M

aster of cerem
onies

の
略
。

イ
ベ
ン
ト
や
番
組
な
ど
の
進
行
役
や
進
行
役
と
し
て
話
す
こ
と
を
指
す

              

♦　
　
♦　
　
♦

　
「
実
は
、人
見
知
り
で
、あ
が
り
症
。
お
ま
け
に
『
気

に
し
ぃ
』
な
ん
で
す
」
と
笑
う
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
さ
ん
が
、

初
め
て
マ
イ
ク
を
握
っ
た
の
は
10
年
前
。
見
ず
知
ら

ず
の
カ
ッ
プ
ル
の
結
婚
式
の
２
次
会
が
、
ア
ル
バ
イ
ト

先
の
店
で
開
か
れ
た
と
き
だ
。
司
会
を
任
さ
れ
た
が
、

緊
張
や
不
安
で
頭
が
真
っ
白
に
な
り
、
う
ま
く
進
行

で
き
な
か
っ
た
。「
二
人
の
門
出
を
台
無
し
に
し
た
よ

う
な
気
が
し
て
、
悔
し
さ
や
申
し
訳
な
さ
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
」
と
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
さ
ん
。「
も
し
、
次
の
チ
ャ

ン
ス
が
あ
れ
ば
、次
こ
そ
は
上
手
に
務
め
た
い
」と
思
っ

て
い
た
。
以
降
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
Ｍ
Ｃ
を
引
き

受
け
、
や
が
て
「
お
も
し
ろ
い
司
会
者
が
い
る
」
と
の

ク
チ
コ
ミ
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

徐
々
に
依
頼
数
が
増
え
は
じ
め
て
き
た
７
年
前
、

本
格
的
に
Ｍ
Ｃ
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
し
て
活
動
し
て
行
こ

う
と
決
心
。
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ
の
人
気
司
会
者
の
話
し

方
や
身
振
り
を
、
徹
底
的
に
真
似
る
独
自
の
勉
強
法

で
、
司
会
業
を
学
び
は
じ
め
た
。
今
で
は
、
結
婚
式

や
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
全
国
有
数
の
会

場
で
開
か
れ
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
も
司
会
を
務
め
、

そ
の
数
は
年
間
約
60
件
に
の
ぼ
る
。

　
「
司
会
は
、
会
の
進
行
だ
け
で
も
、
笑
わ
せ
る
だ
け

で
も
ダ
メ
。
適
度
な
バ
ラ
ン
ス
を
持
ち
つ
つ
、
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
ト
ー
ク
で
な
い
と
い
け
な
い
。
ま
だ

ま
だ
成
長
し
な
い
と
」
と
自
分
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
課

し
つ
つ
研
究
を
続
け
て
い
る
。

　

こ
だ
わ
り
は
「
丹
後
弁
」
で
の
ト
ー
ク
。
自
身
丹

後
生
ま
れ
で
は
な
い
が
、
地
元
小
学
校
に
転
校
し
て

以
来
20
年
以
上
丹
後
弁
を
使
っ
て
き
た
。「『
に
ゃ
ぁ
』

と
か
『
み
ゃ
ぁ
』
と
か
、
初
め
て
耳
に
し
た
と
き
は
違

和
感
が
あ
っ
た
け
ど
、
関
西
弁
に
は
な
い
〝
ほ
っ
こ
り

感
〟
が
あ
っ
て
、
聞
け
ば
な
ん
だ
か
落
ち
着
く
。
こ

う
し
た
丹
後
の
色
を
大
事
に
し
た
い
」
と
話
す
。

　
Ｍ
Ｃ
を
す
る
上
で
最
も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
自
分
自
身
が
楽
し
む
こ
と
。「
自
分

が
楽
し
め
な
い
の
に
、
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る
環
境
を

自
分
か
ら
作
っ
て
い
く
こ
と
で
、
会
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
語
る
。
ま
た
、
大
舞
台
で
は
緊
張

す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
時
は
、
お
客
さ
ん
の
立
場

で
舞
台
上
の
自
分
を
見
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
客
の
求
め
る
自
分
を
演
じ
き
る
こ
と
に

集
中
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
緊
張
し
て
い
る
こ
と
す

ら
忘
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
。

　
「
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
生
活
で
き
る
の
は
、
と

て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
」
と
話
す
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
さ
ん
に

は
、
一
つ
の
想
い
が
あ
る
。「
同
世
代
を
含
め
、
若
者

の
多
く
は
『
丹
後
で
は
、や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な
い
』

と
思
い
が
ち
。
だ
け
ど
、
確
固
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
が
あ
れ
ば
、
丹
後
に
暮
ら
し
な
が
ら
何
で
も
で

き
る
は
ず
」。
だ
か
ら
、「
丹
後
を
拠
点
に
Ｍ
Ｃ
と
し
て

成
功
し
、
そ
れ
を
証
明
し
た
い
」
と
、
熱
く
語
る
。

　
道
行
く
人
か
ら「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
だ
!!
」「
聞
い
と
る
よ
」

と
頻
繁
に
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
　
―
絶
対
成
功
し
て
く
ん
に
ゃ
～
な
ぁ
―

  

丹
後
弁
の
Ｍ
Ｃ
で

　
　
　
〝

笑
い
”

と
〝

ほ
っ
こ
り
”

を

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
愉
快
に

話
す
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
さ
ん
（
八
丁
浜
シ
ー
サ

イ
ド
パ
ー
ク
で
）。「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」
の
名

前
は
、
食
べ
物
か
ら
で
は
な
く
、
趣
味
の

釣
り
に
使
う
ル
ア
ー
に
由
来
す
る
と
い
う

ピーナッツさん（31）　　　　　　　 
網野町網野

丹後の名物ＭＣ


